
この PDF パッケージには複数のファイルが含まれています。
PDF パッケージに含まれる文書の閲覧、作業には、Adobe Reader または Adobe Acrobat の 
バージョン 8 以降のご使用をお勧めします。最新バージョンにアップデートいただくと、 
次のような利点があります。

•  効率的で、統合された PDF 表示

•  簡単に印刷

•  クイック検索

最新バージョンの Adobe Reader をお持ちでない場合

ここをクリックして最新バージョンの Adobe Reader をダウンロードできます

既に Adobe Reader 8 をお持ちの場合
この PDF パッケージ内のファイルをクリックして表示できます。

http://www.adobe.com/jp/products/acrobat/readstep2.html




 


第 ３ 部 


 


認証評価及び JABEE 受審後の 


改善活動 


 


 


 


 


 


 


 







 







- 99 - 
 


第 3 部 認証評価及び JABEE 受審後の改善活動 


 本校では，平成 18 年度において電気・電子システム工学科ならびに環境都市工学科


が「JABEE 教育プログラム中間審査」を，建築学科が「JABEE 教育プログラム審査」


を受審し，いずれも認定された。翌 19 年度には，学校が大学評価・学位授与機構によ


る「高等専門学校機関別認証評価」の審査を，機械工学科ならびに情報工学科が「JABEE
教育プログラム中間審査」を受審した。前者に関しては特段の指摘事項（改善を要する


点）もなく，「高等専門学校評価基準」を満たしていると判定され，後者についても２


学科とも認定を受けた。 
こうした機関別認証評価の審査ならびに 5 学科の JABEE 教育プログラム審査という


外部評価を終えて，これら評価に係わる作業の過程で明らかとなった問題点や受審にお


いて指摘された事項を含め，改善した方がよいと思われる項目を列挙し，対応を図るこ


ととした。受審後の改善活動を開始するにあたり，「認証評価作業部会，JABEE 連絡会


及び教育改善推進室・JABEE 関連資料室各代表者合同会議」が二度にわたり開催（平


成 20 年 1 月 30 日および平成 20 年 3 月 17 日）された。 
 会議では，認証評価部会部会長及び各学科 JABEE 担当責任者より，外部審査に向け


ての作業の過程や受審において浮上した問題点・改善点をその理由とともに提出してい


ただき，審議事項として，以下（次ページ以降）に記した担当部署より提出された問題


点・改善点について改善の優先性や妥当性を審議した。提出された文書に記載されてい


ない問題点・改善点についても点検し，提出されたすべての問題点・改善点に対し，項


目とそのように考える理由，改善を担当すべき委員会あるいは機関を明示した。事務側


での審議・対応が妥当と判断される事項については，その審議を事務部長管轄として審


議・対策を委託することとした。 
〇表の見方 


・学科：問題項目を提出した学科（一般学科(G)および専門学科 M，E，I，C，A） 
・区別：問題点が浮上した審査で，認証評価を「認」，JABEE を「J」とする 
・問題項目：問題があると考えられる箇所 
・問題内容：問題の具体的内容 
・問題点関連組織：問題があるとされる学科，組織 
・対応：問題とするか否か，および対応済みであるかどうか 
・アクション：具体的な対応内容 
・検討先：検討を求められた役職，委員会あるいは学科（課） 


 


上記 2 回の合同会議の審議内容に関しては，平成 20 年度以降は「外部評価対応委員


会」が引き継ぐこととし，改善すべき項目については，しかるべき委員会組織に改善案


の審議・検討・作成・実施依頼をすることとした。 







- 100 - 
 


○現状の改善活動 


                       平成２０年１月３０日開催会議資料１ 


     認証評価及び JABEE 審査を受けてのアクションプラン 


                           実行部会長 金井康雄 
 


１． 認証評価作業部会，JABEE 連絡会及び教育改善推進室・JABEE 関連資料室各


代表者合同会議の開催 
１） 会議開催目的：認証評価審査及び５学科の JABEE 教育プログラム審査（２


学科の中間審査を含む）という代表的な外部審査を終えて，本校に対する幾


つかの改善点が指摘された。本来は自己点検及び評価等実施委員会あるいは


教育改善推進室で取り扱うべき事柄とも考えられるが，教育に直接的に関与


することがらだけでなく学校全体に亘る議論が予想される。これらのことを


考慮して合同会議を開き本校全般の改善及び伸張すべき点を明確にし，改善


及び伸張施策を具体的に計画・実施していくのに適する委員会・部署に報告


し検討依頼するものとする。 
 さらに，より細かい審議が必要となり自己点検及び評価等実施委員会ある


いは教育改善推進室での審議が妥当と判断されたときは，それらの会議に審


議・対応を移行していくものとする。 
２） 代表者： 


教務主事，認証評価作業部会部会長，JABEE 連絡会委員長（専攻科長）， 
教育改善推進室室長，JABEE 代表担当者（各学科），一般学科代表 
庶務課長，学生課長 


３） 審議内容：審議事項は認証評価及び JABEE 審査基準に従い，下に記した担


当部署より提出された問題点・改善点について改善の優先性や妥当性を審議


する。提出された文書に記載されていない問題点・改善点についても点検し，


すべての問題点・改善点に対し，項目・事項とそのように考える理由，妥当


とする改善実行委員会あるいは機関を明示する。事務職員での審議・対応が


妥当と判断される事項についてはその審議を事務部長管轄として審議・対策


を委託する。 
２． 今後の審議・実行計画 


日程：    平成 20 年 1 月 30 日 第 1 回会議 午後 4 時 30 分より 
     平成 20 年 3 月 17 日 第 2 回会議 午後 2 時 30 分より 
          平成 20 年 4 月   日  第 3 回会議  


(担当委員会・部署の代表者との合同会議とする。) 
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１）留意事項 
＊ 最初に，認証評価部会部会長及び各学科 JABEE 担当責任者より，様式


を指定して，審査において浮上した問題点・改善点をその理由とともに


提出していただく。締め切りは平成 19 年末とする。 
＊ 上記２回の会議で，改善項目とその理由をあげ，しかるべき委員会組織


に改善案の審議・検討・作成・実施依頼をする。 
＊ 平成２０年４月には上記２回の合同会議の審議内容を纏め，問題点・改


善点・依頼委員会の妥当性について各該当委員会あるいは機関の長に説


明する。日時は未定。 
３． 問題点・改善点案提出様式 


 
    認証評価受査及び JABEE 受査担当代表者殿 


                                                         平成 19 年 12 月 5 日 
  平成 18 年度以来，本校は認証評価及び日本技術者教育認定機構(JABEE)の(中間)
審査を受けて参りました。その度ごとに，全教員の直接あるいは間接のご協力を得て，


良好な評価を得ることができました。しかし，幾つかの問題点が指摘され，それに向


けての改善への施策が求められました。この二つの代表的評価機関における審査結果


を踏まえて，改善点を纏め改善実施計画をたてていきたいと思います。添付資料のよ


うに実施していきますのでご協力をお願します。 
  先ずは，直接審査に携わった教員の代表者に問題点・改善点を指摘していただき纏


めたいと思います。どうか宜しくお願します。 
                                                         教務主事 金井 康雄 


 
    では，学校の問題点・改善点を以下の様式でお答え下さい。専門学科の学科主任の


方は面倒ですが，JABEE 担当者に転送して下さい。また，認証評価対応 WG の方々に


は各学科役職一覧表の先頭者の方のみ送付していますので，他の WG の方々と打ち合


わせをされて回答して頂ければあり難く思います。宜しくお願します。 
 
  回答者      ：(認証評価，その他) 認証評価対応 WG， 


(JABEE) 専門学科担当代表者 
  提出締切時期：平成 19 年 12 月 25 日 
  提出先      ：庶務課長(ファイルによる提出) 
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  一般        学科   記載責任者  伊藤一重                 
審査名( ○認証評価，JABEE，その他[具体的に               ]) (○で囲んで下さ


い) 
問題点・改善点(箇条書きに) 
１) 問題点関連組織：一般学科 


問題項目    ：学科教育目標 
    問題内容：学科教育目標の文中の表現「・・・情報リテラシ－・・・」の妥当性・


必要性を再検討する必要がある。 
    問題理由：目標の文章が現実とあっていない。あるいは，目標達成のために実施


している内容を明示し難い。 
 
 
２）問題点関連組織：全学科 


問題項目：問題内容：問題理由：（合わせて記します） 
認証評価の５－３－１で、成績評価などが適切に実施されているかという項目が


あるが、これに関する審査の後、低学年に関しては、すべての教科で答案コピー保


存の必要性はないものと判断できた。成績評価が適切に行われているかどうかは、


素点及び成績報告書で十分である。今後事務的な軽減を図るためにも廃止あるいは


縮小を求めたい。 
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機械工学科      記載責任者  中 島 正 貴 


審査名(○認証評価，JABEE，その他[具体的に               ]) (○で囲んで下さい) 


以下に書き出した問題点については，認証評価に係わる作業および受審の過程で指摘


された事項を含め，改善した方がよいと思われる項目を挙げています．既に改善に着手


されているものが含まれています． 


 


問題点・改善点(箇条書きに) 


1) 問題点関連組織：一般学科 


項 目  ：一般学科具体的達成度目標 


問題内容：学科教育目標の文中の表現「・・・情報リテラシ－・・・」の妥当性・


必要性を再検討する必要がある． 


問題理由：目標の文章が現実とあっていない．あるいは，目標達成のために実施し


ている内容を明示し難い． 


2) 問題点関連組織：全体 


項 目  ：「学修単位」の定義についてシラバスに載せること  


問題内容：事前・事後の学習の必要性について記述 


問題理由：「学修単位」の定義についてシラバスに記述がない． 


3) 問題点関連組織：全体 


項 目   ：教育目標および学科の教育目標に対する一般／専門科目の配置のシラバ 


       スへの掲載（本科／専攻科） 


問題内容：教育目標および学科の教育目標と一般／専門科目の対応の明示 


問題理由：学生に科目の位置づけを周知すること 


4) 問題点関連組織：全体 


項 目   ：各学科における科目系統図のシラバスへ掲載 


問題内容：教育の体系の中における個々の科目の位置づけの明示 


問題理由：学生に科目の位置づけを周知すること 


5) 問題点関連組織：全体 


項 目  ：課題研究による単位の認定 


問題内容：進級・卒業単位として認められていること 


問題理由：課題研究を学校の教育目標と関連づけることで，単位の修得が教育目標


達成の一環として行われていることを明示する． 


6) 問題点関連組織：Ｃ科，Ａ科 


項 目   ：達成度アンケートにおけるＣ科，Ａ科の「学科の教育目標」の変更と本 


   科／専攻科の区別   


問題内容：アンケートにおいて同じ教育目標が本科／専攻科について使用された． 
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問題理由：本科／専攻科で教育目標は微妙に異なるはず． 


7) 問題点関連組織：全体 


項 目   ：本科 1～4 年生および専攻科 1 年生について達成度アンケートを行うか 


  どうか 


問題内容：卒業／修了時のみの達成度判定でよいかどうか 


問題理由：学年ごとの科目の配置で修得科目をチェックさせ（他学年／他学科およ 


び課題研究による単位は備考欄を設けて書かせる），その結果から 5 段階 


の自己評価をさせる． 


8) 問題点関連組織：全体 


項 目   ：教育目標の改訂 


問題内容：簡潔で明瞭な目標にすべき 


問題理由：盛りだくさんで抽象的な内容の目標は，認証評価における作業等を困難


なものにした．     


9) 問題点関連組織：全体 


項 目   ：教育目標におけるキーワードの検討 


問題内容：キーワード化が困難な目標 


問題理由：覚えづらいだけでなく，科目等との関連づけが困難 


10) 問題点関連組織：全体 


項 目  ：アドミッションポリシーのチェック 


問題内容：アドミッションポリシーと入試内容との連関 


問題理由：推薦入試の質問項目や欲しい学生像と関連させる       


11) 問題点関連組織：全体 


項 目    ：具体的達成度目標および学科の教育目標の改訂 


問題内容：「新教育目標」に準じて具体的達成度目標および学科の教育目標の改訂を


行う． 


問題理由：仮に教育目標の改訂がなされない場合でも，具体的達成度目標および学


科の教育目標の教育目標との連関を明確にするため，文言の修正等を施


した方がよい． 


12) 問題点関連組織：全体 


項 目  ：新教育目標および学科の教育目標に対する一般／専門科目の配置につい


て見直しをかける． 


問題内容：教育目標の改訂がなされない場合でも，科目の配置については検討した


方がよいように思われる． 


問題理由：現在の科目配置は，認証評価に対処するために行ったものであり，改め


て科目配置を見直しておいた方がよいように思われる． 


13) 問題点関連組織：全体 
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項 目    ：学校側による達成度評価の検討 


問題内容：ある教育目標に対して，その目標に該当する科目群の成績について，平


均 GPA 等で，評点が高ければ「A」，まずまずであれば「B」といった具


合に評価する．また成績全体に対しても同様の評価を行う． 


問題理由：個別の科目については成績評価が行われているが，教育目標に対する評


価は行われていない．行うとすれば各学年で行うか，それとも本科 3 年


次と 5 年次，専攻科修了時に行うか，決める必要がある． 


14) 問題点関連組織：一般学科 


項 目  ：分野別選択必修的な考え方を一般科目においても導入すべきではないか 


問題内容：審査において，可能性があるという点で特定の科目を系統的に修得しな


くても卒業できるシステムについては問題視された． 


問題理由：今回の審査では事実上あり得ないということで逃げているが，いずれの


科目群でもそれを系統的に修得していなければ，これは教育目標の特定


の項目に抵触することになる． 


15) 問題点関連組織：専門学科 


項 目  ：JABEE 教育目標と学校教育目標との整合性の確認 


問題内容：JABEE 教育目標に対する科目の配置について点検する．  


問題理由：学校および学科の教育目標の変更に対して，JABEE 教育目標との整合性


を考慮する必要がある．  


16) 問題点関連組織：全体 


項 目  ：管理・運営の改善に関して PDCA を視野に入れた検討 


問題内容：今回の審査で指摘されたが，管理・運営の改善に関する PDCA について


ほとんど手つかずであった． 


問題理由：管理・運営の改善に関する外部評価委員会による指摘はほとんどなく，


諸会議の役割について PDCA を視野に入れた検討を行う必要があるので


はないか． 


17)  問題点関連組織：全体 


項 目  ：学生の達成度点検を web 上で行うためのシステムの試行 


問題内容：稲垣先生のお仕事の進捗状況との関連．プロトタイプを専攻科で試行し，


順次本科への導入を図る． 


問題理由：学生が絶えず達成度状況を把握できるようなシステムの構築  


18)  問題点関連組織：全体 


項 目  ：学校全体および学生の安全に対する PDCA を視野に入れた検討 


問題内容：実験実習（講義）からクラブ活動に至る学生の学校生活に係わる安全に


関する PDCA の検討  


問題理由：学校全体の安全に関する体制の改善について 
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19） 問題点関連組織：全体 


項 目  ：認証評価に係わる資料のデータベース化 


問題内容：次の認証評価に向けて資料を記録し，蓄える． 


問題理由：今回の認証評価において用いられた資料を適当な場所に保管し，たえず 


閲覧可能な状態に置くとともに，今後の資料については電子化しておく． 


20) 問題点関連組織：全体 


項 目  ：周知アンケートや達成度評価アンケート（学生が日常的に達成度状況を


把握できるようなシステムあっても，学校（クラス）全体の傾向の把握


は必要）を継続的にとり，認証評価資料を蓄積・管理する組織が必要で


はないか． 


問題内容：既存の組織では教育改善推進室，JABEE 関連資料室等が考えられる． 


問題理由：仕事の内容や量について問題はないか． 
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電気・電子システム工 学科   記載責任者   齋藤 努     
審査名( 認証評価，JABEE，その他[具体的に               ]) (○で囲んで下さい) 
問題点・改善点(箇条書きに) 
1) 問題点関連組織：電気・電子システム工学教育プログラム 


問題項目      ：JABEE 学習教育目標 
問題内容      ：表３を基礎とし，表２において基準(a)～(h)との対応をより的確


にすることが必要である 
問題理由      ：学習教育目標の改定 済 


2) 問題点関連組織： 
問題項目      ：教育方法 学生自身にもプログラムの学習教育目標に対する


自分自身の達成度を継続的に点検させその学習に反映させていること。 
問題内容      ：学生が行った達成度に対する点検の結果を学習に反映させる方法


については，それを明示する必要がある 
問題理由      ：達成度確認表に指導記録のページを追加し指導を実施していく。 
 
 


3) 問題点関連組織： 
問題項目      ：教育組織 科目間の連携を密にし教育効果を上げ改善させる


ための教員間連絡ネットワーク組織があり、それに関する活動が実施されてい


る。 
問題内容      ：技術倫理の教育について，教員間の連携の改善が求められる 
問題理由      ：科目担当教員との定期的な話し合いを持つ必要があるが、形式


的な話し合いになっていないか。 
 
 


4) 問題点関連組織： 
問題項目      ：教育環境 財源 
問題内容      ：財源を一層充実させることが必要である 
問題理由      ：科学研究費など外部資金の調達を充実する 
 


5) 問題点関連組織： 
問題項目      ：シラバスに定められた評価方法と評価基準に従って科目ごと


の目標に対する達成度が評価されていること 
問題内容      ：科目ごとの目標に対する達成度を評価する基準（表９）の適用方


法を改善する必要がある 
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問題理由      ： シラバスの達成度目標の後に JABEE 教育目標を記入する。 
6) 問題点関連組織： 


問題項目      ：教育点検の結果に基づきプログラムを継続的に改善するシス


テムがありそれに関する活動が実施されていること。 
問題内容      ：教育点検・改善システムの活動成果の確認 
問題理由      ： 学校全体としての PDCA サイクルの点検をどうおこなうか。 


   FAOT やこのような機会でおこなう。 
 
 


7) 問題点関連組織： 
問題項目      ：分野別要件 取得すべき知識・能力 
問題内容      ：表３を基礎とし，表２において基準(d)との対応をより的確に表示


することが必要である 
問題理由      ：学習教育目標の改定 済 
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  情報工   学科   記載責任者  稲垣 宏       


審査名( 認証評価，JABEE，その他[具体的に               ]) (○で囲んで下さい) 
問題点・改善点(箇条書きに) 


1) 問題点関連組織： 情報工学科 
問題項目      ： シラバス 
問題内容      ： シラバスの内容および書式の改善が必要である． 
問題理由      ： a. 授業内容と達成度目標がほぼ同じ記載になっている． 
 b. 達成目標に，最低限修得すべき項目が指定されていない． 
 c. 評価に課題を含んでいる場合，その評価基準が明確でない． 
 d. シラバスのチェック体制作りが望まれる． 
  


2) 問題点関連組織： 情報工学科 
問題項目      ： 達成度評価 
問題内容      ： 総合的な評価基準の設定と評価が行なわれているとは言え


ず，改善が望ましい．  
問題理由      ： 学習・教育目標に対する総合的な達成度評価が行なわれてい


ない． 
 


3) 問題点関連組織： 情報工学科 
問題項目      ： 教育点検システム 
問題内容      ： 学生・修了生．企業からの意見を総合的に反映した PDCA の


サイクルを継続的に回し，さらにそれを点検する仕組みが不


十分である． 
問題理由      ： Plan・Do・Check までに留まっており，Action に至ってい


ない． 
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    環境都市工       学科   記載責任者     伊東 孝           
審査名(○認証評価，JABEE，その他[具体的に               ]) (○で囲んで下さい) 
問題点・改善点(箇条書きに) 
1) 問題点関連組織：環境都市工学科 


問題項目      ：専攻科教育目標 
問題内容      ：専攻科教育目標からリーダーシップ能力を削除。 
問題理由      ：教育目標が古いものになっていた。 


2) 問題点関連組織：環境都市工学科 
問題項目      ：環境都市工学科の本科および専攻科の教育目標 
問題内容      ：本科と専攻科の教育目標の見直し 
問題理由      ：専攻科は建設工学専攻としての教育目標となっており、環境都


市工学科としてのものとする。 
3) 問題点関連組織：環境都市工学科 


問題項目      ：達成度アンケート 
問題内容      ：アンケートに明示する教育目標をどうするか 
問題理由      ：今年度は１）で述べた修正を施して実施し、次年度以降は２）


で述べた見直しに従い修正して実施する。 
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  建築            学科   記載責任者   山田耕司       
審査名( 認証評価，JABEE，その他[具体的に               ]) (○で囲んで下さい) 
問題点・改善点(箇条書きに) 
1) 問題点関連組織：建築学科，学校 


問題項目      ： 学習・教育内容 
問題内容      ：外部評価結果を具体的な学習・教育内容に反映させる必要有 
問題理由      ：JABEE 審査結果における改善希望事項 


2) 問題点関連組織：建築学科，学校 
問題項目      ：学科内規の明示化 
問題内容      ：学科教育方針・目的・専攻科修了要件などを記した文書が内規


に留まっている．修了要件などは，学生便覧などに記載する等


の規則としての整備が求められる． 
問題理由      ：専攻科修了要件の裏付けが明確に存在しない 


3) 問題点関連組織：建築学科，学校 
問題項目      ：教育目標に照らし合わせた「科目構成」の周知 
問題内容      ：教育目標に照らし合わせた「科目構成」を学生にシラバスな


どで周知する必要がある． 
問題理由      ：現状では，シラバスに記載されていない． 


4) 問題点関連組織：建築学科，学校 
問題項目      ：卒業・修了時達成度アンケート内容 
問題内容      ：学習・教育目標に対応した内容にする必要がある 
問題理由      ：2005 年度は，学習・教育目標に対応していなかった． 


5) 問題点関連組織：建築学科，学校 
問題項目      ：学習教育目標に対する達成度評価および総合的達成度評価 
問題内容      ：上記評価を学生自身が確認出来る必要がある 
問題理由      ： JABEE 審査結果における改善要求事項 







- 112 - 
 


 
一般学科  学科   記載責任者  金井 康雄   


審査名( 認証評価，JABEE，その他[ 豊田高専中期計画(H16～H20 年度) ])  
問題点・改善点(箇条書きに) 
1) 問題点関連組織：広報担当部署  


問題項目      ：学校 PR，地域貢献 
問題内容      ：中学校校長会への本校教育システムの理解・周知について 
問題理由      ：理解・周知が徹底しているとは言えない。 


2) 問題点関連組織：広報担当部署 
問題項目      ：学校 PR，地域貢献 
問題内容      ：本校の行事等の情報を学校周辺の自治会と地元広報誌，新聞，


テレビ等マスコミへの周知について 
問題理由      ：周知が徹底しているとは言えない。 


3) 問題点関連組織：入試選抜担当部署 
問題項目      ：選抜方法の改善 
問題内容      ：絶対評価の入試選抜への影響分析が不十分 
問題理由      ：本校作成の資料に基づいて推薦選抜で一部改善を行なっただけ


で不十分 
4) 問題点関連組織：入試選抜担当者 


問題項目      ：選抜についての PDCA 
問題内容      ：アドミッションポリシ－，入試方法及び選抜基準の PDCA 
問題理由      ： 


5) 問題点関連組織：専攻科 
問題項目      ：専攻科再構成・改組 
問題内容      ：社会変化に応じての専攻科改組にむけての調査研究 
問題理由      ：方針も立てていない。 


6) 問題点関連組織：教務委員会 
問題項目      ：教育課程 
問題内容      ： 教育課程改善に向けての学外有識者会議等の検討 
問題理由      ：計画には検討が謳われているが，実行されていない。 


7) 問題点関連組織：教育改善 
問題項目      ：教授法 
問題内容      ：学習の楽しさを教え，学習意欲を高め，教員による一方向的な


講義形式を改め，学生の理解度(達成度)を確認しながら授業を


進めていく教授法の追求 
問題理由      ：計画が未だなされていない。 
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8) 問題点関連組織：教務 
問題項目      ：英語教育 
問題内容      ：英語教育支援システムの検討 
問題理由      ：明確化されていない。 


9) 問題点関連組織：管理職 
問題項目      ：人事交流 
問題内容      ：高等学校，大学，企業との任期を付した人事交流制度などにつ


いての情報交換 
問題理由      ：近隣高専との情報交換を行なっていない。 


10) 問題点関連組織：教育改善推進室(FD) 
問題項目      ：教員研修 
問題内容      ：愛知県公立高等学校主催等の研修会参加 
問題理由      ：高専機構などの主催研修会には参加しているが，県教育委員


会主催のもには参加していない。 
11) 問題点関連組織：教育改善推進室(FD) 


問題項目      ：教授法 
問題内容      ：情報機器による教授法の開発・推進及び教材， 


教育方法のデ－タベ－ス化 
問題理由      ：検討がされていない。 


12) 問題点関連組織：専攻科管理運営委員会 
問題項目      ：インタ－ンシップ 
問題内容      ：参加率上昇への施策 
問題理由      ：具体的な努力計画がない。 


13) 問題点関連組織：施設整備委員会・学生委員会 
問題項目      ：学生の生活環境 
問題内容      ：学生の生活環境改善計画への支援 
問題理由      ：具体的検討がなされていない。  


14) 問題点関連組織：施設整備委員会 
問題項目      ：点検評価体制 
問題内容      ：施設整備計画についての点検評価体制 
問題理由      ：具体的検討がなされていない。 


15) 問題点関連組織：管理職・庶務課 
問題項目      ：学術研究 
問題内容      ：海外の教育機関との学術交流の方策 
問題理由      ：具体的検討がなされていない。 







問題とする 対応済み 保留，問題にあげない


No.
学
科


区
別


問題項目 問題内容
問題点


関連組織
対応


1 G 認 学科教育目標
学科教育目標中「情報リ
テラシー・・」について


G 対応済み


2 G 認 成績評価 答案コピー 全学科 差し戻し


3 M 認
一般学科具体的
達成度目標


一般学科具体的達成度
目標（No.1）と同じ


G 対応済み


4 M 認
学習単位定義のシ
ラバス掲載


学修単位定義のシラバス
掲載　事前事後の学習の
必要性を周知する


全学科 対応済み


5 M 認
教育目標と科目配
置


教育目標及び学科教育
目標に対する科目の配
置のシラバス掲載


全学科 対応済み


6 M 認 科目系統図
学科における科系統図
のシラバス掲載


全学科 問題点として認識する


7 M 認 課題研究 課題研究の単位の認定 全学科 対応済み


8 M 認
達成度アンケート
と教育目標


達成度アンケートにおけ
る学科教育目標が本科と
専攻科が同じ


Ｃ，Ａ 対応済み


9 M 認 達成度アンケート
本科１～４年生及び専攻
科１年生に達成度アン
ケートを行うかどうか


全学科 問題点として認識する


10 M 認 教育目標の改訂
簡潔で明瞭な教育目標
に改訂


全学科 問題（保留）


11 M 認
教育目標のキー
ワード


キーワード化が困難な教
育目標


全学科 問題（保留）


12 M 認
アドミッションポリ
シーのチェック


アドミッションポリシーと
入試内容との関連


全学科
入試の質問項目
欲しい学生像


13 M 認
具体的達成度目
標及び学科の教育
目標の改訂


新教育目標の改訂後、具
体的達成度目標及び学
科の教育目標の改訂


全学科 来年度審議


改   善   活   動   一   覧


アクション


各学科がそれぞれ対
応している方法を収
集してモデル案を作
成する


検討先


入試委員会


校長
副校長


教務委員会


教務委員会


校長
副校長


備考


簡潔で明瞭な教育目標
でないと認証評価作業が
困難


覚えづらい，科目との関
連付けが困難


改訂されなくても文言の
修正は施した方が良い







No.
学
科


区
別


問題項目 問題内容
問題点


関連組織
対応 アクション 検討先 備考


14 M 認
教育目標と科目配
置


新教育目標と科目の配
置について


全学科
上記目標が改訂されなく
ても配置については検
討した方が良い


15 M 認
学校側による達成
度評価


学校側からの達成度評
価の検討


全学科
問題点として認識する
(No.9)に吸収）


16 M 認
一般科目における
必修科目


系統的に修得しなくても
卒業できるシステムはい
かがか


G
分野別選択必修的な考
え方を一般科目におい
ても導入すべきではない


17 M 認
ＪＡＢＥＥ教育目標
と学校教育目標


JABEE教育目標と学校
教育目標との整合性の
確認


専門学科 問題点とする


18 M 認
管理・運営に係る
ＰＤＣA


管理運営の改善に対して
PDCAを視野に入れた検
討


全学科
問題点とする
（No.12）に関連？


19 M 認 達成度点検
学生の達成度点検をＷｅ
ｂ上で行うためのシステ
ムの試行


全学科 保留（見守る）


20 M 認
安全にかかわるＰ
ＤＣＡ


学校全体及び学生の安
全に対するＰＤＣAを視野
に入れた検討


全学科 問題点とする


21 M 認
資料のデータベー
ス化


認証評価に係わる資料
のデータベース化


全学科 問題点とする


22 M 認
周知アンケート
達成度アンケート
資料蓄積・管理


周知アンケートを継続的
に行う
結果資料を蓄積・管理す
る


全学科 問題点とする


23 Ｅ Ｊ
ＪＡＢＥＥ学習教育
目標


対応を的確にする Ｅ
表３を基礎に表２におい
て基準(a)～(h)との対応
を的確にする。対応済み


24 Ｅ Ｊ 教育方法
学生自身がプログラムの
達成度を継続的に点検さ
せ学習に反映させている


全学科
電気のプログラムとして
は対応済み


25 Ｅ Ｊ 教育組織
教員間連絡ネットワーク
組織


全学科 問題としてあげない


26 Ｅ Ｊ 教育環境　財源 財源の充実 全学科 保留


校長に委ねる


庶務課


庶務課


校長
副校長


各学科において検討


校長に委ねる


一般学科


各専門学科


庶務課


庶務課


校長


教務委員会


認証評価資料
PDCAサイクル図


達成度アンケート実施部
門検討要


教務収集モデルの一つ







No.
学
科


区
別


問題項目 問題内容
問題点


関連組織
対応 アクション 検討先 備考


27 Ｅ Ｊ
評価方法　評価基
準


シラバスに定められた評
価方法と評価基準に従っ
て科目ごとに対する達成
度が評価されている


Ｅ 対応済み


28 Ｅ Ｊ 教育点検　ＰＤＣＡ


教育点検の結果に基づ
きプログラムを継続的に
改善するシステムがあり
それに関する活動が実
施されているが・・・ＰＤＣ
Ａの点検は・・・


全学科
問題点とする


29 Ｅ Ｊ
分野別要件
取得すべき知識・
能力


基準との対応を明確に Ｅ 対応済み


30 Ｉ Ｊ シラバス
シラバスの内容及び書式
の改善


Ｉ 問題点とする


31 Ｉ Ｊ 達成度評価
総合的な達成度評価がさ
れていない


Ｉ 問題点とする


32 Ｉ Ｊ
教育点検システム
ＰＤＣＡ


総合的に反映したＰＤＣＡ
が回っていない


Ｉ 問題点とする


33 Ｃ 認 専攻科教育目標 誤記 Ｃ 対応済み


34 Ｃ 認
本科と専攻科の教
育目標


専攻科の教育目標が建
築学科と一緒


Ｃ 整合性を持たせる


35 Ｃ 認 達成度アンケート 教育目標をどう明示する Ｃ 対応済み


36 Ａ Ｊ
学習・教育内容
ＰＤＣＡ


外部評価結果を反映させ
る


Ａ No.15に吸収


37 Ａ Ｊ
学科内規の明示
化


内規があるが明示化され
ていない


Ａ 問題にあげない


38 Ａ Ｊ
教育目標と科目構
成


シラバス等で周知 Ａ 対応済み


39 Ａ Ｊ 達成度アンケート 教育目標に対応させる Ａ 対応済み


40 Ａ Ｊ
達成度評価及び総
合的達成度評価


学生自身が確認できる必
要


全学科 問題点とする


校長に委ねる


問題として認識する


校長に委ねる


Ｃに戻す


校長に委ねる


問題として認識する


問題として認識する


教務委員会


校長


校長


学習教育目標(JABEE）


の改訂


環境都市工学科


校長


教務委員会


教務委員会


「リーダーシップ能力」を
削除


基準(表９)の適用方法を
改善する必要がある


・教務改善は行われてい
ると言ってもＦＡＯＴが提
案した３件のＣに対して１
件しかＡが起こされてい
ないのが現状
・学科ごとバラバラ







まとめ 


 本校では，平成 18 年度から 19 年度にかけて「JABEE 教育プログラム審査」および


大学評価・学位授与機構による「高等専門学校機関別認証評価」の審査を受けた。これ


ら代表的な外部評価について，前者に関しては 5 学科（高学年）／3 専攻の教育課程は


ともに JABEE 教育プログラムとして認定された。また，後者の機関別認証評価の審査


では，13 の「優れた点」を含み，特段の指摘事項もなく，「高等専門学校評価基準」を


満たしていると判定された。 
 


本外部検証・外部評価報告書（No.9）では，「機関別認証評価」の中の 11 の評価基準


ではなく，それ以外の項目である「選択的評価事項に係わる評価」について取り上げ，


「研究活動の状況」（選択的評価事項 A）および「正規課程の学生以外に対する教育サ


ービスの状況」（選択的評価事項 B）の 2 点について，外部評価委員による評価を実施


した。審査対象としての資料を第 1 部に，具体的なご意見を第 2 部に掲載している。第


2 部をお読みいただければ分かるが，全体としては肯定的な評価をいただけたものと判


断する。 
 


しかしながら，先の 5 学科（高学年）／3 専攻の JABEE 教育プログラム審査と機関


別認証評価の審査，加えて今回の外部評価委員による評価を終えて，これら評価に係わ


る作業の過程で明らかとなった問題点や実際の受審において指摘された事項を含め，今


後，改善した方がよいと思われる項目を第 3 部に列挙した。これらは二度にわたり開催


された「認証評価作業部会，JABEE 連絡会及び教育改善推進室・JABEE 関連資料室各


代表者合同会議」の中で，提出されたものである。その中には，既に手当が済んでいる


項目から全く手の着いていないものに至るまでが挙げられている。受審後の改善活動を


開始するにあたり，提出されたすべての問題点・改善点に対し，「外部評価対応委員会」


が引き継ぎ，改善すべき項目については，しかるべき委員会組織に改善案の審議・実施


依頼をすることになる。 
平成 20 年 5 月 
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平成 19 年度外部評価報告にあたって 


豊田工業高等専門学校長 末松良一 
 


昭和３８年に創設された豊田高専は、４０余年間にわたり、実践教育を重視し、「科


学」「技術」「技能」のバランスのとれた若い技術者を養成する特長ある高等教育機関と


して、また受験戦争、偏差値教育に巻き込まれることなく、寮生活や課外活動を含めた


全人格的技術者教育を実践して、多くの有為な卒業生を世に送り出してきました。 
 平成１６年４月に、全国の５５校の国立高等専門学校が、１つの独立行政法人国立高


等専門学校機構に改編されるという大きな組織変更がなされました。高専機構には、数


名の理事を含む役員会が設置され、中期目標・計画の設定や諸規定の制定が役員会で審


議決定され、スケールメリットを活かした国立高専の新しい運営が始まりました。 
 ５５の国立高専が独立行政法人化されても、それぞれの高専がこれまでの伝統と地域


との連携を活かした学校運営をしていく方針が示される一方、人件費の削減、中学生人


口の減少など、５５の国立高専が現状のままの形で存続していくことは極めて厳しく、


再編高度化計画も具体的に動き出した状況にあります。 
 平成 16 年から 20 年までの 5 年間の中期目標・中期計画に基づいて、本校では、教


育目標および具体的達成度目標などを明確な形で設定すると共に、教育内容、学生支援、


研究活動、地域連携など幅広い分野における年度目標・計画を立て、年度末に自己評価


して報告書にまとめて高専機構に提出してまいりました。 
 また、本校では、日本技術者教育認定機構（JABEE）による認定を、本科 5 学科に


対応する５つの工学専門分野ごとに受審するという方針の下に、平成 16 年から全校あ


げて取組み、電気・電子システム工学、環境都市工学、機械工学、情報工学および建築


学の５分野での JABEE 認定を平成 19 年に達成しました。さらに、19 年秋には大学評


価・学位授与機構による機関別認証評価の審査を受け、すべての基準を満たしているこ


とが認証されました。 
 今回の外部評価にあたって、大学と企業の代表者に加えて、岐阜高専校長、豊田市教


育長、教育後援会会長、同窓会会長に外部評価委員会委員をお願いしました。年度末の


お忙しい中、委員をお引き受け頂き、本校活動について、率直な意見交換とともに、貴重


なご意見を数多く頂きました。ご指摘いただいたご意見を本校の管理運営に反映し、本校


の持続的発展に繋げていく所存でおります。 
 本報告書は、３部構成となっており、第１部の自己点検・評価、第 2 部の外部検証・外


部評価に加えて、第３部として、JABEE 認定、機関別認証評価および外部見識者による外


部評価の際に指摘された諸事項を総括し、本校のさらなる改善活動を取りまとめたアクシ


ョンプランを掲載いたしました。終りに、本校関係者に深く謝意を表します。 








 


第 １ 部 


 


自己点検・評価 


 


 


 


 


 


 


 


 







 


 


 







 


 


 


 


 


 


 


 


 
 


 


自 己 点 検 評 価 書 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


平成２０年３月 


 


豊田工業高等専門学校 


 


 


 


 


 


 


 







 


 


 







豊田工業高等専門学校 


 


目   次 


 


 


Ⅰ 豊田工業高等専門学校の現況及び特徴 ··············································  1 


 


Ⅱ 目的 ············································································  3 


 


Ⅲ 研究活動の状況 ··································································  5 


観点Ａ－１： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に 


整備され，機能しているか。 ········································  6 


観点Ａ－２： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 ···················  22 


観点Ａ－３： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制 


が整備され，機能しているか。 ······································  35 


 


Ⅳ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 ····································  43 


観点Ｂ－１： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程 


の学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 ··········  44 


観点Ｂ－２： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がって 


いるか。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 ··········  62 


 


Ⅴ 自己評価の概要 ··································································  73 


 


 







豊田工業高等専門学校 


- 1 - 


Ⅰ 豊田工業高等専門学校の現況及び特徴 


 


１ 現況 


（１）所在地 


愛知県豊田市栄生町２丁目１番地 


（２）学科等構成，学生数（平成19年５月１日現在，単位：人） 


準学士課程 1年 2年 3年 4年 5年 計 


機械工学科 45 46 40 52 41 224


電気・電子システム工学科 43 49 46 36 46 220


情報工学科 43 47 36 46 38 210


環境都市工学科 43 44 48 44 34 213


建築学科 43 42 49 42 34 210


計 217 228 219 220 193 1,077


 


専攻科課程 1年 2年 計


電子機械工学専攻 15 14 29


建設工学専攻 14 13 27


情報科学専攻 8 5 13


計 37 32 69


（３）教員数（平成19年５月１日現在，単位：人） 


準学士課程 教授 准教授 講師 助教 助手 計 


一般学科 13 9 3  25


機械工学科 4 4 2 1  11


電気・電子システム工学科  5 4 1 1 11


情報工学科 5 4 1 2 12


環境都市工学科 4 5 2  11


建築学科 4 3 1 2  10


計 35 29 8 5 3 80


 


２ 特徴 


「学校の沿革」 


 本校は産業界の強い要望により，中堅技術者の養成を目的とした高等教育機関として，昭和 38


年４月１日に設置された。設立時の準学士課程（本科）の学科構成は，機械工学科，電気工学科，


及び建築学科の３学科であり，入学定員はそれぞれ 40 名であった。昭和 38 年愛知県豊田市のトヨ


タ会館において開校式と第１回入学式を挙行し，トヨタ自工（株）本社工場内の施設を仮校舎，旧


豊田市役所を仮学生寮とし，昭和 39 年愛知県豊田市栄生町の本校舎に移転し，現在に至っている。 


 この間，昭和 43 年度には土木工学科（入学定員 40 名），昭和 62 年度には情報工学科（入学定


員 40 名）が増設された。また，平成５年度には土木工学科が環境都市工学科に改組され，平成６


年度には電子機械工学専攻，建設工学専攻及び情報科学専攻の３専攻からなる専攻科課程（専攻


科）が設置された。平成 11 年度には電気工学科が電気・電子システム工学科に改称されている。 


 現在では，５学科・３専攻，学生数 1,040 名(入学定員)規模の教育・研究機関に発展してきてい


る。 
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「学校の特徴」 


 本校では，以下の事項に積極的に取り組み成果をあげている。 


１．国際性の育成 


１）英語教育の活性化 


 本科第３学年及び専攻科全員が TOEIC 団体受験をしている。 


２）海外留学 


 毎年 40 名前後の学生を海外に留学生として送り出している。 


２．ものづくり教育 


 各学科で PBL に取り組み，学校見学会，ロボコン，プロコン，デザコン等で成果をあげている。


また，夏季休暇中にものづくりセミナーを実施している。 


３．ＦＤへの積極的な取り組み 


１）授業参観 


 授業参観週間を設定し，保護者による授業の点検評価を実施している。 


２）公開授業 


 学校全体で公開授業を実施し，教員同士のスキルアップを図っている。 


４．専攻科教育 


１）インターンシップ 


 平成 18 年度から授業を７月中に終了させ，８・９月の２ヶ月間インターンシップができるよう


にしている。 


２）JABEE 認定 


 平成 16 年度に「電気・電子システム工学プログラム」，「環境都市工学プログラム」，平成 17


年度に「機械工学プログラム」，「情報科学」のプログラム，平成 18 年度には「建築学プログラ


ム」が認定され５つ全ての専門分野別に JABEE 認定されている。 


３）英語教育 


 TOEIC スコア 400 点相当の能力を推奨している。 


４）学会発表 


 専門学協会等で口頭発表させ，能力があることを保証する。 


５．教員の教育・研究活動等 


１）外部資金獲得 


 原則全教員が科研費申請をしており，採択件数も年々増えている等，外部資金獲得に努力し成果


をあげている。 


２）表彰等 


 教員研究集会の文部科学大臣賞受賞等多くの教員が学協会で表彰を受けている。 


３）地域社会への貢献 


 公開講座及び出前授業を実施している。 
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Ⅱ 目的 


１ 豊田工業高等専門学校の使命 


教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，「深く専門の学芸を教授し，職業に


必要な能力を育成すること」を昭和38年の創設時に学校の目的と定めている。また，平成６年に


は専攻科の目的を「高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専門的


知識及び技術を教授し，その研究を指導すること」と定めている。 


２ 教育研究活動の基本方針および養成しようとする人材像 


本校の社会的使命は，実践的で，創造力ある技術者を育てることを通して，人類社会の福祉増


進に貢献することである。本校で行う教育の特徴は，豊富な体験学習を基礎に，若年期からの創


造性の育成，専門分野に関する基本的知識，実践的技術の習得を中心として，技術の社会的責任


を認識しつつ，広い視野を持って，創造的に技術開発に挑戦し続け得る技術者を養成することで


ある。 


３ 教育目標（本科・専攻科共通教育目標） 


 ① 社会の変化と要請を的確に捉え，ものづくりを多面的に認識し，実現可能なシステムを構築


できる技術者の養成 


② 実験・実習で培われる豊かな体験と基礎理論の深い理解との融合から生まれるエンジニアリ


ング基盤の確立 


③ 問題意識と考える力を持ち，自ら学習することによる創造力と実践力を備えた技術者


の養成 


④ 科学的な分析に基づく論理的な記述力，明解な口頭発表能力，十分な討議能力，および国際


的に通用するコミュニケーション能力の修得 


 ⑤ 世界の文化・歴史の中で，技術が社会に与える影響を考え，自らの責任を自覚し誇りを持つ


ことのできる技術者の育成 


４ 準学士課程における具体的達成度目標 


本科教養教育 


人間として，技術者として必要な教養並びに工学基礎学力の修得，外国語能力，情報リテラシ


ーの修得，心身共に健全な人格形成のための教育を中心とする。さらに，専門技術への導入教育，


ものづくりへの関心を高めるための教育的工夫を行う。 


本科専門教育 


本科にあっては，教育目標並びに自らの専門技術分野についての基礎的知見を身に付け，経験


に裏打ちされた実践的かつ創造的技術者(準学士(工学))を養成する。 


a) 機械工学科 


技術者教育に求められる社会的要請に対して，環境を考慮し，資源の無駄を無くし，エネル


ギーや作業の効率化を念頭に置いた「ものづくり」を中心に据えた教育を行う。また，少人数


教育である実験・実習に多くの時間を充当し，工学基礎理論の理解を助け，「ものづくり」の


精神を肌で感じさせて，洞察力，実践力，問題解決能力の素養を身につけた機械技術者の育成


をする。 


b) 電気・電子システム工学科 


社会における技術者の役割を意識し，現象の観察・体験を出発点として学習することによ


り，電気・電子回路，電気磁気学の基礎的内容を修得し，電気エネルギーの運用（発生，輸


送，変換）に関する原理，エレクトロニクスの基礎，コンピュータによる情報・通信（情報の
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保持・変換・伝達）の概念を理解している技術者を養成する。 


c) 情報工学科 


社会の変化に対応できる高度で知性と創造性の豊かな情報処理技術者を育成することを目標


にしている。具体的には，ハードウェアに関連するコンピュータシステムとソフトウェアに関


連するプログラミング言語やシステムプログラムの知識を利用したものづくりによるシステム


を構築できるコンピュータ技術者を養成する。 


d) 環境都市工学科 


人間が活動する社会と自然との関わりの中で，持続可能で快適な人間の活動空間を創造する


技術を教育することを基本理念とし，地球規模での環境問題を認識しつつ，人間の生活を支え


るより良い道路，鉄道，上下水道等の社会基盤施設の建設・維持管理に必要な基礎知識と実践


的技術を身に付けた技術者を育成する。 


e) 建築学科 


社会と技術との関わりを種々の側面から教授し，ものづくりのプロセスとの関わりで，表現


力・応用力・実践能力が身に付いた建築技術者を育成する。 


５ 専攻科課程における具体的達成度目標 


専攻科教育に関する具体的達成度目標 


専攻科にあっては，専門分野の高度な技術能力に加え，より深い教養，より広い工学基礎知識


を身に付ける。その上で技術者倫理を備えた技術開発能力，あるいは将来研究開発型の技術者を


目指し得る能力を持つ者(学士(工学))を育て，技術開発と研究開発に意欲のある学生を養成する。 


a) 電子機械工学専攻 


本科で身に付けた基本的能力に加え，社会における技術者の役割と責任を理解するととも


に，実験，開発の背景を自ら調査・整理し，技術的な問題点を明確にした上で目的と方法を設


定し，計画的，継続的に研究できる基礎的な研究開発能力を持つ技術者を育成する。 


b) 建設工学専攻 


人間が安全で快適に暮らせる社会の確立のために本科で学んだ環境都市工学あるいは建築


学の知識や技術に加え，都市工学，建築学，計画学，環境工学等の学際的な知識や実践的な技


術，さらには，CAD を利用したデザイン技術や実験を通した計測技術を修得させる。 


c) 情報科学専攻 


本学科生の知識と実践力に加えて，ハードウェアの基本動作を理論面から解析できるとと


もに，ソフトウェア的手法を利用してハードウェアを設計でき，ソフトウェア開発において，


数理的理論に基づくスマートな設計ができるとともに，ハードウェアの基本動作を意識した設


計ができ，コンピュータネットワークの動作を通信理論の観点から数理的に解析できる高度な


実践的技術者を養成する。 
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Ⅲ 研究活動の状況 


 


１ 「研究活動の状況」に係る目的 


 愛知県は工業出荷額全国一位であり，その中でも突出した「ものづくりの地」である豊田市に本


校は位置している。こうした産業的背景のもとで，本校卒業の就職希望者のうち８割程度が製造業


や運輸通信業へ就職し，就職先の大半は愛知県内である。活性化の著しい豊田地区にあっても製造


業の持続的成長に必要な人材の育成は最重点課題であり，実践的技術者を育成することを使命とす


る本校が期待される理由でもある。 


また，平成 16 年度からの高等専門学校の独立行政法人化に伴い，独立行政法人国立高等専門学


校機構法第 12 条には「三 機構以外の者から委託を受け，又はこれと共同して行う研究の実施そ


の他の機構以外の者との連携による教育研究活動を行うこと」と定められている。こうした観点か


ら実践的および創造的技術者の育成を目的としつつ，地域の企業と連携して研究活動を行うことは，


地域貢献の点からも重要な位置付けを占めている。 


そこで本校における研究活動の目標として以下の項目を掲げる。 


 


１） 基礎研究と技術シーズの育成 


地域企業との共同研究の基盤となる基礎研究や技術シーズの育成に努め，地域企業との共同


研究を通じて地域貢献の強化を図る。 


 


２） 技術交流の促進と研究成果の創出 


学外の研究者や技術者との交流を促進することによって，学際的な研究や最先端の技術課題


に取り組む。また，共同研究を通じて研究成果の創出を図る。 


 


３） 外部研究資金等の導入 


地方公共団体や地域企業へ教員の専門分野や技術シーズなどの情報提供を行うとともに，受


託研究，共同研究費などの外部資金の導入と科学研究費補助金等の競争的資金の獲得を推進


し，地域産業の活性化に貢献するとともに教員の研究活動の活発化を図る。また，これら研


究成果を公表することによって社会に成果を還元する。 


 


４） 実践的技術者の育成と研究の教育への還元 


共同研究や受託研究などの研究活動に学生を参画させることにより，問題解決能力を備えた


実践的で創造性を有する技術者を育成する。また，研究によって得られた教員の知識，技術


は特別研究，卒業研究等学生の教育に還元する。 
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２ 「研究活動の状況」の自己評価 


観点ごとの分析 


観点Ａ－１： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備さ


れ，機能しているか。 


（観点に係る状況） 


 高専における研究の位置付けとして，高等専門学校設置基準第２条に「２ 高等専門学校は，そ


の教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研究が行われるように努力するものとする」と


規定されている。本校では，技術の進展に即した技術者教育のポテンシャルを高めるために研究の


質の向上を目指し，学位取得者の教員採用（資料Ａ－１－１），教員の内地研究や在外研究への派


遣並びに高専間教員交流制度等の利用を通して研究を側面より支援してきた（資料Ａ－１－２）。


また，準学士課程における卒業研究，専攻科課程の特別研究及び各教員が行う研究並びに企業や自


治体との共同研究や受託研究を推進するための体制も整備してきている（資料Ａ－１－３）。 


こうした研究体制のもとに，以下の４つの研究の目標を掲げている。 


１）基礎研究と技術シーズの育成 


平成 15 年度に，地域共同テクノセンターが開設された。同センターは，センター長を中心に技


術教育研究部門，データベース，地域交流，共同研究の各部門が置かれ，さらに各科より１名の室


員により運営している（資料Ａ－１－４）。また，平成 18 年度に任用された産学連携・地域連携


コーディネーター１名が産学連携推進のために常駐している。地域共同テクノセンターの発足以来，


センターの活動は，上記運営委員会と本校技術部の職員が主体であったが，加えてコーディネータ


ーによる経済産業省委託事業等の活動にも力を入れている（資料Ａ－１－５）。さらに，庶務課研


究協力係を介した地域企業からの技術相談や HP への情報の公開（資料Ａ－１－６）等を通して，


地域産業のニーズの把握や本校教員の研究シーズを発信する体制を整えつつある。（資料Ａ－１－


７） 


２）技術交流の促進と研究成果の創出 


大学等の研究者や企業の技術者との交流を支援する体制も整えている。第３回全国高専テクノフ


ォーラムの開催（平成 17 年度）や岐阜高専テクノシンポジウムへの参加といった交流事業を行う


とともに，平成 16 年度から知的財産権教育支援セミナーの開催（資料Ａ－１－８）や特許出願に


対する支援を行う体制も整備されつつある（資料Ａ－１－９）。 


３）外部研究資金等の導入 


共同研究や受託研究の外部資金の導入を推進するために教員の専門分野や技術シーズ等の情報提


供を目指し，研究者総覧（資料Ａ－１－10）の作成と全国高専研究者データベースの立ち上げ，公


開を行っている（これは，本校が作成したものを高専機構へ移管し全国版となっている）。さらに


教員の研究の活性化を図るために科学研究費補助金の獲得を目指し，外部講師による科学研究費補


助金に関する説明会の開催（資料Ａ－１－11）や校長裁量経費による教育・研究プロジェクト経費


の公募とその成果報告会を開催している（資料Ａ－１－12）。 


４）実践的技術者の育成と研究教育への還元 


学生に実社会における研究のあり方を体験させることによる教育効果の向上を目指して，企業や


地方自治体と行う共同研究等が，準学士課程の卒業研究や専攻科の特別研究に取り込まれている


（資料Ａ－１－13）。また，一般科目の教員を含む多数の教員によって教育の IT 化や教育方法の


改善に関する研究が広く行われており，実際の教育への還元が図られている。こうした教育方法改


善に向けての取り組みには，上記３）の教育・研究プロジェクト経費が活用されている（資料Ａ－
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１－12）。 


 


資料Ａ－１－１ 


 


①専門学科（理系）


区  分 博士 修士 学士 計


教   授 22 0 0 22
准教授 15 4 0 19
講   師 2 3 0 5
助   教 3 2 0 5
助   手 0 3 0 3
合   計 42 12 0 54


②一般科目（理系）


区  分 博士 修士 学士 計


教   授 4 0 0 4
准教授 5 1 0 6
講   師 1 0 0 1
助   教 0 0 0 0
助   手 0 0 0 0
合   計 10 1 0 11


②一般科目（文系）


区  分 博士 修士 学士 計


教   授 0 8 1 9
准教授 2 1 0 3
講   師 2 0 0 2
助   教 0 0 0 0
助   手 0 0 0 0
合   計 4 9 1 14


教員の学位取得状況（平成１９年４月１日現在）


（准教授高専卒１名・・外数）


 理系　博士学位取得率：　５２／６５＝８０％


 文系　博士・修士学位取得率：　１３／１４＝９２．８％
 


（出典 庶務課資料）
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資料Ａ－１－２


教員の内地研究や在外研究への派遣並びに高専間教員交流実績一覧 


在外研究員実績一覧(H16.4～　海外先進教育研究実践支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに制度変更）


長期
年度 研究者氏名 研究題目 研究機関 期間


電気工学科 スイス 1993. 5.21～


助教授　塚本　武彦 ジュネーブ大学 1994. 3.20


一般学科 連合王国 1994. 6.11～


助教授　長岡　美晴 ロンドン大学 1995 .3.31


一般学科 連合王国 1995. 6. 1～


助教授　高橋　　薫 マンチェスター大学 1996. 3.31


環境都市工学科 アメリカ合衆国 1995.10. 1～


助教授　伊東　　孝 ミシガン大学 1996. 7.31


 一般学科 アメリカ合衆国　 1996.10. 1～


助教授　長澤唯史 サンディエゴ州立大学 1997. 7.31


情報工学科 ドイツ　 1996.11. 1～


講　師　安藤浩哉 ユーリッヒ研究センター 1997. 8.31


電気工学科 フィンランド   1997. 5.21～


助教授　西澤　一 タンペレ工科大学 1998. 3.18


電気・電子システム工学科 ドイツ　 2001. 5.28～


助教授　杉浦藤虎 ミュンヘン工科大学 2002. 3.27


建築学科 アメリカ合衆国 2002. 6. 1～


助教授　大森峰輝 カリフォルニア大学バークレー校 2003. 3.31


機械工学科 アメリカ合衆国　 2003.11. 1～


助教授　清水利弘 カリフォルニア大学 2004. 8.31


一般学科 連合王国 2004. 3.31～


助教授　鈴木基伸 レディング大学 2005. 1.30


海外先進教育研究実践支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(H16.4～）
環境都市工学科 アメリカ合衆国 2005. 3.10～


助教授　河野伊知郎 カリフォルニア大学バークレー校 2006. 1. 9


独立行政法人国立高等専門学校機構在外研究員(H17.4～)


電気・電子システム工学科 オーストラリア 2006.3.21～


助教授　吉岡貴芳 グリフィス大学ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ校 2007.3.20


国際研究集会派遣研究員(H16.4～　国際学会等派遣事業に制度変更）
一般学科 スゥエーデン 2002. 5.21～


助教授　高橋　薫 ヨーテボリ 2002. 5.28


2004
各種混和材のコンクリートへの有効利
用


2002
国際会議　ＩＣＡＭＥ２００２に参加し、発
表を行った。


2005
創造性教育における体験的学習に埋
め込まれたユビキタス学習環境に関す
る研究


2001


2002


コンピュータネットワークを用いたリモー
トセンシングの研究


光デバイス用半導体材料の特性改善
及び技術応用に関する研究


空間プレゼンテーション技術の評価に
関する研究


均質化理論を用いた不均質岩石材料
の力学特性評価に関する研究


1996
超伝導ナノブリッジにおける超伝導パラ
メータに関する研究


1997


2003


医療用生体材料の疲労特性に関する
研究


外国語としての英語教授法の研究


1993


1994


1995


現代アメリカ小説に関する研究


酸化物高温超伝導体に関する研究


ヘンリー・ジェイムズの研究


英語コーパスの文章解析の研究


 


内地研究員実績一覧
年度 研究者氏名 研　究　題　目 研究機関 期　間


情報工学科 東京大学 1993. 5. 6～


助　手　稲垣　　宏 工学部 1994. 3. 4


情報工学科 名古屋大学 1994. 5. 2～


助　手　安藤浩哉 工学部 1995. 3. 1


環境都市工学科 岐阜大学 1996.5. 1～


助　手  榊原幸雄 工学部 1997.2.28


建築学科 名古屋工業大学 1997.5. 1～


助　手　鈴木健次 工学部 1998.2.28


建築学科 名古屋大学 1998.5. 1～


講　師　竹下純治 工学部 1996.10. 1～


2001 情報工学科 名古屋大学大学院 2001. 5. 1～


助　手　灘　　篤弘 人間情報学研究科 2002. 2.28


2004 環境都市工学科 名古屋工業大学 2004. 5.10～


助　手　川西直樹 工学研究科 2005. 3.　9


情報処理内地研究員実績一覧
年度 研究者氏名 研　究　題　目 研究機関 期　間


情報工学科 大阪大学 1997.5. 1～


助　手  木村　勉 基礎工学部 1998.2.27


水深変化による孤立波の砕波変形特性に関
する研究


1997


1997
ハードウエア／ソフトウェア協調設計におけ
る消費電力の見積り方法に関する研究


室内温熱環境が人体に及ぼす影響に関する
研究


1998


腐食や地震による損傷を受けた鋼構造物の
補修情報処理教育における学生モデルの推
定に関する研究


都市型大学キャンパスの再整備計画に関す
る研究


情報処理教育における学生モデルの推定に
関する研究


1996


1993


1994


数値的に安定な３次元ボロノイ図構成算法と
その応用に関する研究


超伝導磁束フロートランジスタに関する研究


 


高専間教員交流（１年間） 


派遣 平成 18 年度 機械工学科 講 師 鬼頭俊介 一関工業高等専門学校 


受入 平成 19 年度 情報工学科 准教授 野村保之 福井工業高等専門学校 


（出典 庶務課資料）
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資料Ａ－１－３


 


（出典 H19学校要覧 p15）
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資料Ａ－１－４


 


学　科　等


役　職　名


荻 野 弘


部門長


地域共同テクノセンター長


建 築 学 科一　  般　  学　  科 備  考


今 岡 克 也
（共同研究）


稲 垣 宏
（ データベー ス）


安 藤 浩 哉
(技術教育研究)


荻 野 弘
（地域交流）


平 成  １９ 年 度 教 員 役 職 一 覧 表


機械工学科
電気・電子
ｼ　ｽ　ﾃ　ﾑ
工　学　科


情報工学科
環境都市
工 学 科


学　科　等


委員会名等


ﾃｸﾉｺﾝﾌﾟﾚ長 三 浦 大 和 技 術 部 長 小 関 修 中 嶋 清 実 材構ｾﾝﾀｰ長 研究協力係長


ものづくり長 荻野 部門長 今 岡部 門長


ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 柏 谷 賢 治 , 図 書 館 長 中 島 正 貴 小 関 修 安 藤 浩 哉 ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 今 岡 克 也 研究協力係長


ﾏﾙﾁｾﾝﾀｰ長 材構ｾﾝﾀｰ長


ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 三 浦 大 和 近 藤 尚 生 塚 本 武 彦 安 藤 浩 哉 山 下 清 吾 鈴 木 健 次 技 術 部


平 成 １９ 年 度 各 種 委 員 会 等 委 員 一 覧 表


委　員　長 機械工学科
電気・電子
ｼ　ｽ　ﾃ　ﾑ
工　学　科


情報工学科
 環境都市
工 学 科


一　　般　　学　　科 建 築 学 科 庶　　  務


室 員


運　営　委　員　会


専 攻 科 長
稲 垣部 門長
安 藤部 門長


知 的 財 産 委 員 会


テ ク ノ コ ン プ レ ッ ク ス


地域共同テクノセンター


（出典 総務会議（H19.3.27）資料抜粋）


 


資料Ａ－１－５


 


 


（出典 平成 18 年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育成」委託事業報告書 p1）


 


 


豊田商工会議所


豊田工業高等専門学校


・豊田高専 産学官連携・地域連携コーディ


ネーター（元同校教授）


・元（株）デンソー技研センター取締役社長


コーディネーター


•（株）デンソー技研センター


• 大豊工業（株）


• 小島プレス工業（株）


•（協）豊田市鉄工会


•（社）日本技術士会 中部支部


・豊田商工会議所会員企業 （会員企業の内、製造関係企業約 1,500 社）


・協同組合豊田市鉄工会 （会員企業 128 社）


・異業種交流グループ企業 （「ステップアップ豊田」、「アルキメデス」、


「エントロピー」63 社）


・産学官連携協議会 （「栄光路会」関係企業 22 社）


受託機関


協力企業等


実施機関


支援対象企業


事業総括


事業協力・技術協力


技術研修協力


講師派遣・研修協力


講師派遣


事業実施・研修・実習


連
携
・協
力


研修等協力


事業支援


愛知県、豊田市


愛知県産業技術研究所


商工会議所・高専を核として、


大企業・経済団体・周辺大学・


技術士会・異業種交流会・行政


等の参画を得て事業を展開


•愛知工業大学 工学部


•中京大学 情報理工学部


•愛知学泉大学 経営学部


•大同工業大学 情報学部
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資料Ａ－１－６


 


 


（出典 ホームページ抜粋）
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資料Ａ－１－７


 


（出典 全国高専研究者データベース）
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資料Ａ－１－８


 


（出典 知的財産権教育支援セミナー案内メール）
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（出典 知的財産権取得支援セミナー資料抜粋）
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資料Ａ－１－９


特許出願に対する支援体制 


 


（出典 ホームページ抜粋）
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資料Ａ－１－10
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（出典 研究者総覧抜粋）
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資料Ａ－１－11


外部講師による科学研究費補助金に関する説明会 


 


 


（出典 科学研究費補助金に関する説明会資料）
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資料Ａ－１－12


 


 


（出典 教員会議（H18.6.14）資料）
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資料Ａ－１－13


共同研究


1 バルブコッター形状の画像表示に関する研究 松田文夫（Ｉ科） 広瀬テクノロジー（株） 卒業研究 特別研究


2 木造住宅の簡易耐震診断用の水平起振システムの開発 今岡克也（Ａ科） （株）サンエス － －


3 水平起震実験を用いた木造２階建住宅の耐震補強効果に関する研究 今岡克也（Ａ科） （株）サカエ － －


4 リモートレーザの応用開発 洞口　巌（Ｍ科） （株）協豊製作所 卒業研究 特別研究


5 電磁シールド工法の確立 洞口　巌（Ｍ科） （株）協豊製作所 卒業研究 －


6 振動実験による木造２階建住宅の耐震性能に関する研究 今岡克也（Ａ科） 東海ＥＣ（株） － －


7 微粒珪砂混入路盤材の保水力向上粒度の研究 伊東　孝（Ｃ科） ヤハギ道路（株） － 特別研究


8 微粒珪砂を無機質系固化材で，固定した場合の保水力及び飛散の研究 中嶋清実（Ｃ科） ヤハギ道路（株） 卒業研究 特別研究


9 新潟県中越地震での木造住宅の被害率と地盤の振動特性に関する研究 今岡克也（Ａ科） 長岡技科大 － 特別研究


10 アンカー式補強土壁の降雨時および地震時における安定性評価法の開発 小林　睦（Ｃ科） 豊橋技科大 卒業研究 －


11 車両を利用した小型ラジオアンテナ（ＦＭ用）の開発 後田　澄夫 小島プレス工業（株） 卒業研究 －


12 ISM工法の低強度固化体の物性確認試験の評価・助言 中嶋清実（Ｃ科） ISM工法研究会 卒業研究 －


13 通過交通に関する交通実態分析 荻野　弘（Ｃ科） （財）豊田都市交通研究所 卒業研究 特別研究


１７年度から継続


Ｃ＋＋言語によるＩＣ設計への取り組み 仲野　巧（Ｉ科） デンソーテクノ（株） － 特別研究


砕石粉を利用した高性能コンクリートの開発 中嶋清実（Ｃ科） 中央砕石（株） 卒業研究 特別研究


受託研究


1 名古屋高速道路都心環状線における交通円滑化に関する研究 荻野　弘（Ｃ科） （財）名古屋高速道路協会 － 特別研究


2 高セキュリティ機能を有する次世代ＯＳ環境の開発 平野　学（Ｉ科） 文部科学省 － －


3 平成18年度｢サブテラヘルツ帯ＵＷＢ通信技術に関する研究」 安藤　浩哉（Ｉ科） 総務省 － －


備考


卒業研究・特別研究との関係


備考


研究題目 研究者名等


共同研究と卒業研究・特別研究の関係（平成１８年度の例）


相手先


研究題目 研究者名等 相手先


 


 共同研究等に関係する卒業研究・特別研究のテーマ（例） 


・三角測量距離計測センサを用いた三次元形状計測システムによる立体部品の傷検出法の動作確認 


  ・地区内通過交通の実態と住民意識に与える影響に関する研究 


  ・アイマークレコーダによる名古屋高速都心環状線の資格分析 


 


（出典 庶務課作成資料）
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（出典 地域共同テクノセンター利用申込書）


 


（分析結果とその理由） 


本校では，高等専門学校設置基準に規定された高専における研究活動の目標として４つの項目を


掲げている。すなわち，１）基礎研究と技術シーズの育成，２）技術交流の促進と研究成果の創出


３）外部研究資金等の導入，４）実践的技術者の育成と研究教育への還元である。これらを実現す


るために地域共同テクノセンターを中心とした支援体制が組まれ，テクノフォーラムやセミナーの


開催等の活動が広く行われている。 


以上のことから，研究活動を遂行するにあたっての体制が整備され，支援体制も機能していると


判断される。 
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観点Ａ－２： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 


（観点に係る状況） 


本校の掲げる教育活動に関する４つの項目における活動の成果について以下に述べる。 


本校教員と地域企業との共同研究の実績について資料Ａ－２－１に示すとおり，過去３年間で56


件を実施しており，地域企業のニーズに応えるものとなっている。また，地域企業からの技術相談


について資料Ａ－２－２に示すとおり，過去３年間で19件の実績がある。 


地域共同テクノセンターを中心とした地域貢献としては，平成 18 年度経済産業省「高専等を活


用した中小企業人材育成」委託事業を実施した。「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の


若手技術者育成プログラム」の４つの講座（各 10 回，各講座募集人員 20 名）では，地元企業 29


社より延べ 97 名の受講者が参加し，92 名に修了証書を授与した（資料Ａ－２－３）。 


外部資金の獲得状況については，過去３年間の民間企業からの共同研究費，受託研究費及び奨学


寄付金の受け入れ件数並びに総額を資料Ａ－２－４に示す。また，過去３年間の科学研究費補助金


の申請件数，採択件数及び金額について資料Ａ－２－５に示す。こうした結果より，本校の教員の


研究活動が活性化していることが明らかである。加えて，本校教員が推薦者となって支援して研究


を進める技術職員による科学研究費補助金（奨励研究）の申請件数と採択件数及び金額についても


明らかなように，教育研究に関する申請が非常に活発であり，成果が教育にも反映していると考え


られる。また，教員による実践的技術者の育成と研究教育への還元については，専攻科学生の特別


研究の成果を学会発表等で行っており，過去３年間の件数と平成 18 年度の題目を資料Ａ－２－６


に示す。 


過去３年間における教員による研究業績について資料Ａ－２－７に示す。毎年多くの研究成果が


恒常的に公表されていることから，研究活動が十分に高いレベルにあることがわかる。さらに，こ


れら研究の成果の一つである特許についても，過去３年間に４件の出願を行っている。 


こうした教員による研究成果の教育への還元として，準学士課程や専攻科課程の学生の研究発表


にも研究指導の成果が現れている。また，本校学生がＮＨＫロボットコンテスト，プログラミング


コンテスト，デザインコンペティションで優秀な成績を収めていることにも，技術職員を含む教職


員のアクティビティが関連していると考えられる。 
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資料Ａ－２－１


共同研究の実績について 


 


 


（出典 H19学校要覧 p53）


平成１８年度民間等との共同研究 19.2.21


件数 研 　　究 　　題 　　目 形態 金　額 備考
（円）


継続 情報工学科・教授


1 仲野　巧


環境都市工学科・教授


2 中嶋　清実


新規 情報工学科・教授 情報・講師


1 松田　文夫 早坂太一


建築学科・教授


2 今岡　克也


建築学科・教授


3 今岡　克也


建築学科・教授


4 今岡　克也


機械工学科・教授


5 洞口　巌


機械工学科・教授 電気・教授


6 洞口　巌 後田澄夫


建築学科・教授


7 今岡克也 ←長岡技科大の分担者


環境都市工学科・教授 環境・助教授


8 中嶋　清実 河野伊知郎


環境都市工学科・教授 環境・助手


9 伊東　　孝 小林　睦


環境都市工学科・助手


10 小林　　睦 ←豊橋技科大の分担者


電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科・教授


11 後田　澄夫


環境都市工学科・教授 環境・教授


12 中嶋　清実 伊東　孝


環境都市工学科・教授 環境・教授


13 荻野　弘 野田宏治


5,200,000


（財）豊田都市交通研究所 通過交通に関する交通実態分析
研究経費のみ


受入れの分担型 500,000


小島プレス工業（株） 車両を利用した小型ラジオアンテナ（ＦM用）の開発
研究経費のみ


受入れの分担型 200,000


ヤハギ道路(株) 微粒珪砂混入路盤材の保水力向上粒度の研究
研究経費のみ


受入れの分担型 250,000


高専機構本部に
よる包括契約


ヤハギ道路(株)
微粒珪砂を無機質系固化材で、固定した場合の保水力及び飛
散の研究


研究経費のみ
受入れの分担型 250,000


長岡技術科学大学
新潟県中越地震での木造住宅の被害率と地盤の振動特性に
関する研究


研究経費のみ
受入れの分担型 300,000


振動実験による木造２階建住宅の耐震性能に関する研究
研究経費のみ


受入れの分担型 400,000


民間機関等


デンソーテクノ（株）
Ｃ＋＋言語によるＩＣ設計への取り組み（次世代型デジタル回
路設計事業の確率）


研究経費のみ
受入れの分担型


（株）サカエ
水平起振実験を用いた木造２階建住宅の耐震補強効果に関
する研究


研究経費のみ
受入れの分担型


研　　究　　組　　織


本校研究代表者 本校研究者


東海ＥＣ(株)


（株）サンエス 木造住宅の簡易耐震診断用の水平起振システムの開発
研究経費のみ


受入れの分担型 500,000


600,000


広瀬テクノロジー㈱ バルブコッターの形状の画像表示に関する研究
研究経費のみ


受入れの分担型 500,000


3,000,000


変更：複数年度契約
17.6.15～19.3.31


研究経費
17年度に納入済


中央砕石㈱ 砕石紛を利用した高性能コンクリートの開発
研究経費のみ


受入れの分担型 500,000


変更：複数年度契約
17.7.7～19.3.31


研究経費
１７年度納入済


（株）協豊製作所 電磁シールド工法の確立
研究経費のみ


受入れの分担型 300,000


（株）協豊製作所 リモートレーザの応用開発
研究経費のみ


受入れの分担型 300,000


高専機構本部に
よる包括契約


豊橋技術科学大学
アンカー式補強土壁の降雨時および地震時における安定性評
価法の開発


研究経費のみ
受入れの分担型 700,000


ISM工法研究会 ISM工法の低強度固化体の物性確認試験の評価・助言
研究経費のみ


受入れの分担型 400,000


（出典 庶務課資料）
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資料Ａ－２－２


 


過去３年間の技術相談件数 


 平成18年度 平成17年度 平成16年度 計 


技術相談件数 ８件 ４件 ７件 19件 


（庶務課資料より作成）


 


（出典 庶務課資料）
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資料Ａ－２－３


 
 


平成 18 年度 経済産業省《高専等を活用した中小企業人材育成》委託事業 


 
 
 
 
 
 


 
 


【 開 講 講 座 】 


講  座  名 開 講 期 間 申込締切日 


①「匠の技術から学ぶものづくり」 


    【水曜日】18:00～20:00（10 回）


平成 18 年 9 月 13 日 


       ～11 月 15 日 
平成 18 年 8 月 28 日（月）


②「製造技術者のための基礎設計技術」 


    【水曜日】18:00～20:00（10 回）


平成 18 年 11 月 22 日 


  ～平成 19 年 2 月 7 日
平成 18 年 11 月 6 日（月）


③「製造技術者のためのディジタル技術」 


    【火曜日】18:00～20:00（10 回）


平成 18 年 10 月 10 日 


     ～12 月 12 日
平成 18 年 9 月 25 日（月）


④「技術者の素養を磨くスキルアップ講座」


    【土曜日】 9:30～11:30（10 回）


平成 18 年 10 月 21 日 


 ～平成 19 年 1 月 20 日
平成 18 年 10 月 2 日（月）


※ 募集人数：各講座 20 名（定員になり次第締め切ります。） 


複数の講座を受講していただいて結構です。 


 
 


管理団体：豊田商工会議所 


実施機関：独立行政法人国立高等専門学校機構 


    豊田工業高等専門学校 


「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」 


受 講 者 募 集  
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■《事業概要》 


中小企業製造現場の若手技術者・技能者を主な対象とした人材育成プログラムです。講義に加え


実験・実習などの実技と共に、グループ討論・企業研修などを織り込み、受講者が身をもって体験


しながら学ぶことができるプログラムを目指しています。 


■《受講対象者》   


中小企業製造現場の若手・初学技術者・技能者、技術者を目指している従業員 


専門知識の幅（機械系技術者でディジタル技術など）を広げたい技術者 


■《募集人数》 


各講座とも 20名 


■《受 講 料》  


無料（ただし、各講座とも全期間ご参加いただきます。） 


なお、協力機関への交通費、実習・実験等に係る保険費用は自己負担です。 


■《研修会場》 


各講座とも、「豊田高専地域共同テクノセンター」で実施します。 


（ただし、特別講演、企業研修、技術研修を除く。）  


（１）講座研修会場： 


豊田高専 地域共同テクノセンター（〒471-8525 豊田市栄生町 2-1） 


TEL: (0565) 36-5941（橋本）、FAX: (0565) 36-5930 


（２）特別講演会場： 


豊田商工会議所（〒471-8506 豊田市小坂本町 1-25） 


TEL: (0565) 32-4594（鷲見）、FAX: (0565) 34-1777 


（３）企業研修会場： 


（株）デンソー技研センター（〒446-8507 安城市高棚町新道 1） 


（株）デンソー 高棚製作所（〒446-8507 安城市高棚町新道１） 


TEL: (0566) 73-2612（村田）、FAX: (0566) 73-2965 


（４）技術研修会場： 


愛知県産業技術研究所（〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割） 


TEL: (0566) 24-1841（高須）、FAX: (0566) 22-8033 


■《受講修了》  


受講修了者（出席率 70％以上）には、受講者及び派遣企業に「修了証書」を授与します。 


また、優秀者には「優秀証書」を授与します。 


「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」 


研 修 講 座 受 講 要 項 


 


（出典 平成18年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育成」委託事業パンフレット抜粋）
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企　業　名 各講座修了者
講座名　：　① 「匠
の技術から学ぶも
のづくり」


講座②　 「製造技
術者のための基
礎設計技術」


講座③　 「製造技
術者のためのディ
ジタル技術」


講座④　 「技術者
の素養を磨くスキ
ルアップ講座」


延受講者数


吉 岡 大 輔 ○ ○
森 健 太 ○
落 合 基 ○
安 藤 健 一 郎 ○
臼 井 雅 通 ○
高 岡 茂 樹 ○
山 本 宜 孝 ○
清 拓 也 ○
石 川 敦 規 ○
川 島 桂 ○
大 山 貴 志 ○
中 武 創 ○
渡 辺 勇 介 ○
那 須 孝 浩 ○
冨 川 義 則 ○
渕 要 輔 ○
喜 多 紀 之 ○
笹 田 良 治 ○
中 島 健 稔 ○


（株）ヤマコー 前 田 佳 彦 ○ 1
岡 田 敏 也 ○
荒 川 政 俊 ○
星 野 憲 久 ○ ○ ○ ○
村 木 真 規 ○
竹 原 慎 二 ○
楠 治 宏 ○
飯 場 弘 彰 ○
野 村 晋 司 ○
和 田 芳 信 ○
三 浦 貴 代 ○
北 原 哲 郎 ○
鈴 木 義 美 ○
蔡 鐘 徳 ○ ○
加 藤 貴 光 ○
河 合 徹 ○
近 藤 繁 幸 ○


（有）悠記堂 柴 田 泰 典 ○ 1
川 部 貴 彦 ○
大 滝 幸 司 ○
安 達 浩 生 ○
満 永 憲 治 ○
金 田 浩 揮 ○
西 口 敏 幸 ○
青 山 純 也 ○
竹 山 和 則 ○
今 井 宏 幸 ○
宮 本 修 ○
冨 山 健 介 ○


刈鈑工業（株） 中 川 貴 裕 ○ 1
丸和電子化学（株） 石 本 淳 一 ○ 1
広瀬テクノロジー（株） 宮 崎 達 也 ○ 1


栗 田 直 樹 ○
石 川 雅 之 ○
滝 本 大 助 ○
加 藤 貴 史 郎 ○
高 岡 将 也 ○
小 林 弘 純 ○
杉 原 守 ○
松 原 広 明 ○
松 本 和 也 ○
大 滝 陽 平 ○
野 村 和 代 ○
長 崎 光 生 ○
長 谷 川 真 也 ○


大豊精機（株） 二 村 昇 吾 ○ 1
長 谷 川 光 紀 ○ ○
渡 辺 良 和 ○ ○
井 上 貴 博 ○
古 市 聡 ○
山 中 宏 納 ○
藤 山 和 輝 ○
富 森 将 司 ○
鈴 木 隆 行 ○
岡 野 祥 之 ○
岸 野 祐 子 ○
高 須 弘 規 ○
長 谷 川 久 英 ○
峠 篤 史 ○
牧 野 英 樹 ○
筧 和 憲 ○
江 島 充 彦 ○
澤 田 修 平 ○
柴 田 健 永 ○
林 田 貴 穂 ○


鈴木工業（株） 石 原 未 貴 人 ○ 1
宮田電工（株） 1
東京海上あんしん生命保険（株） 1
（株）岩月工業所 1


（参加企業２９社） 修 了 者 数 28 27 21 16 97


7


3


2


2


4


13


12


3


（株）馬渕製作所


クロタ精工（株）


8


2


2


2


3


3


小島プレス工業（株）


大東工業（株）


（株）サンキ


（株）ニフコ


（株）協豊製作所


（株）日栄機工


（株）ニシムラ


2野場電工（株）


4


6


内浜化成（株） 7


2


三井屋工業（株）


渡辺工業（株）


東海オートメーション（株）


明光化成工業（株）


サトープレス工業（株）


テクノハマ（株）


ノックス電子（株）


ミヤマ工業（株）


平成１８年度人材育成事業受講者等一覧


 


（出典 平成18年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育成」委託事業資料から作成）
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資料Ａ－２－４


 


共同研究費，受託研究費及び奨学寄付金の受入実績 


 


 


 


 


（出典 H19学校要覧 p53）
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資料Ａ－２－５


 


（出典 H19学校要覧 p53）


申 請 件 数 


 平成16年度 平成17年度 平成18年度 


申請件数（奨励を含む） 63件 84件 85件 


 


（出典 庶務課資料）
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資料Ａ－２－６


 


専攻科修了生発表論文一覧 


 電子機械工学専攻 建設工学専攻 情報科学専攻 計 


平成 18 年度 ９件／７人 20 件／11 人 16 件／11 人 45 件／29 人 


平成 17 年度 12 件／９人 ８件／６人 17 件／８人 37 件／23 人 


平成 16 年度 ９件／６人 34 件／12 人 ２件／３人 44 件／21 人 


 


平成18年度専攻科修了生発表論文一覧 
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（出典 平成18年度専攻科修了生発表論文一覧）
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資料Ａ－２－７


研究業績一覧 


 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 


学術論文 49 42 48 


教育論文  9  9 15 


国際会議 28 29 29 


講演論文 94 109 98 


そ の 他 51 37 40 


 


研　　究　　業　　績


49
42


48


9 9
15


28 29 29


94


109


98


51


37 40


0


20


40


60


80


100


120


平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度


件数


学術論文 教育論文 国際会議 講演論文 そ の 他


 


（出典：庶務課作成資料）


 


（分析結果とその理由） 


地域企業との共同研究の実績や技術相談の件数，奨学寄附金，共同研究及び受託研究の受け入れ


等による外部資金の獲得状況や科学研究費補助金への申請件数，採択件数及び金額からみて，教員


による研究活動が活発であり，また多くの研究成果が公表されていることや，学生の研究発表数か


らも研究の成果を教育に反映させるという目的に沿った活動の成果が現れている。 


以上のことから，本校の掲げる研究の目的に沿った活動の成果が十分上げられていると判断する。 
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観点Ａ－３： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備


され，機能しているか。 


（観点に係る状況） 


本校では，教育研究施設の連携を図り，総合的な運営を行うため，地域共同テクノセンター，材


料構造物疲労試験センター，ものづくりセンター及び専攻科を総合してテクノコンプレックスとし


ている（資料Ａ－３－１）。テクノコンプレックスには，運営委員会があり，地域共同テクノセン


ター長，材料構造物疲労試験センター長，ものづくりセンター長，専攻科長，技術部長，地域共同


テクノセンターの各部門長，技術部技術長，庶務課長，研究協力係長等により構成されている（資


料Ａ－３－２）。運営委員会は，各教育研究施設の連絡・調整を行っているが，例えば平成18年２


月には，テクノコンプレックスのパンフレット（資料Ａ－３－３）を作成し，共同研究や受託研究


等の紹介や申し込み方法について企業に周知すること等の活動を行っている。地域連携を含む教員


の研究活動については，地域共同テクノセンターで行っている。一方，地域共同テクノセンターで


は，本校が開発した研究者データベースシステム（平成17年度に高等専門学校機構において，その


有用性が認められ，全国高専共通の研究者データベースとして採用）（資料Ａ－１－７）より，本


校教員，技術職員のデータを出力して「豊田高専研究者総覧」（資料Ａ－１－10）を発刊し，関連


する企業に郵送（資料Ａ－３－４）するとともに，教員の専門分野や技術シーズ等の情報発信と通


じて産学連携の推進を図っている。 


平成16年度から，庶務課に研究協力係を設け，地域企業からの技術相談や産学連携，HP上での研


究協力に関する情報の外部への公開を推進している（資料Ａ－３－５）。また，科学研究費補助金


の申請と採択件数の増加を図るため，科学研究費補助金審査員経験者を講師に招き，説明会を開催


（資料Ａ－１－11）するとともに，校長裁量経費による教育・研究プロジェクト経費の公募を行っ


ている（資料Ａ－３－６）。 


 


資料Ａ－３－１


 


（出典 H19年度学校要覧 p32）
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資料Ａ－３－２


豊田工業高等専門学校テクノコンプレックス規程 
 


制    定 平成 16 年４月１日 
最終改正 平成 17年２月 22日 


（設置） 
第１条 豊田工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，地域共同テクノセンター，材料・ 


構造物疲労試験センター，ものづくりセンター及び専攻科（以下「センター等」という。）の 
連携を図り総合的な運営等を行うことを目的として，豊田工業高等専門学校テクノコンプレッ 
クス（以下「テクノコンプレックス」という。）を置く。 
（業務） 


第２条 テクノコンプレックスは，前条の目的を達成するため，次の業務を行う。 
一 センター等の総合的な運営・調整に関すること。 
二 センター等を利用した本校教員の教育・研究活動の推進に関すること。 
三 地域社会や企業等との共同研究・開発の推進に関すること。 
四 その他テクノコンプレックスの目的達成に必要なこと。 
（テクノコンプレックス長） 


第３条 テクノコンプレックスにテクノコンプレックス長を置き，地域共同テクノセンター長を 
もつて充てる。 


２ テクノコンプレックス長は，テクノコンプレックスの目的達成のための業務を総括する。 
（副テクノコンプレックス長） 


第４条 テクノコンプレックスに副テクノコンプレックス長を置き，本校教授の中からテクノコ 
ンプレックス長が推薦し，校長が任命する。 


２ 副テクノコンプレックス長は，テクノコンプレックス長の職務を補佐する。 
（委員会） 


第５条 テクノコンプレックスの円滑な運営を図るため，テクノコンプレックス運営委員会（以 
下「委員会」という。）を置く。 


第６条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 
一 センター等の総合的な運営・調整に関する事項 
二 センター等を利用した本校教員の教育・研究活動の推進に関する事項 
三 地域社会や企業等との共同研究・開発の推進に関する事項 
四 本校の教育・研究活用のための施設・設備の充実に関する事項 
五 各センター等の予算，決算及びその他管理運営に関する重要事項 
六 その他テクノコンプレックスの運営に関する事項 


第７条 委員会は，次の各号に掲げる者をもつて組織する。 
一 テクノコンプレックス長 
二 副テクノコンプレックス長 
二 材料・構造物疲労試験センター長 
三 ものづくりセンター長 
四 専攻科長 
五 技術部長 
六 地域共同テクノセンター部門長 
七 各学科から推薦された教員若干名 
八 技術部技術長 
九 庶務課長 
十 研究協力係長 


２ 前項第７号に掲げる委員は，校長が任命し，任期は 1 年とする。ただし，再任を妨げない。 
第８条 委員会に委員長を置き，テクノコンプレックス長をもつて充てる。 
２ 委員長は，委員会を主宰する。 
３ 委員長に事故が生じた場合は，副テクノコンプレックス長がその職務を代行する。 
４ 委員会が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，その意見を聴くことが 


できる。 
第９条 委員会の庶務は，庶務課において行う。 


（雑則） 
第 10 条 この規程に定めるもののほか，運営に関し必要な事項は，委員会の議を経て，テクノコ 


ンプレックス長が定める。 


（出典 規則集）
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資料Ａ－３－３


 


（出典 テクノコンプレックスパンフレット抜粋）


 







豊田工業高等専門学校  


- 38 - 


資料Ａ－３－４


○共同研究先等企業


機　　　　　関　　　　　名 宛名 部数


1 日本通信機（株） 開発部 242-0018 大和市深見西７－４－１２ 2


2 （株）サカエ 建設部 470-1121 豊明市西川町善波６－１５ 2


3 （株）エス・エヌ・テー 事業企画・開発部 460-0001 名古屋市中区三の丸１－１０－２８ 2


4 大有コンクリート(株) 技術部 460-0022 名古屋市中区金山５－１４－２ 2


5 (株)赤羽コンクリート 技術課 489-0003 瀬戸市穴田町９８３ 2


6 東海ＥＣ(株) 商事部 467-0806 名古屋市瑞穂区瑞穂通り５－２６ 2


7 （株）サンエス 営業技術部 143-0016 大田区大森北１－１－５ 2


8 （株）協豊製作所 技術開発部 471-8515 豊田市トヨタ町６ 2


9 小島プレス工業（株） アンテナ技術部 470-0207 西加茂郡三好町大字福谷字広久伝１５ 2


10 （株）産木 緑化部門 651-1412 西宮市山口町下山口２－８－１５ 2


11 ヤハギ道路(株) 施工本部工務課 471-0034 豊田市小坂本町１－５－１０ 2


12 広瀬テクノロジー㈱ システム開発室 470-0309 豊田市西広瀬町小麦生６３５－２０ 2


13 NPO手話技能検定協会名古屋支部 支部長 464-0819 名古屋市千種区四谷通３－２６ 四ッ谷ビル５０１号 2


14 （株）トヨタマックス 先行開発部 471-0826 豊田市トヨタ町２ 2


15 中央砕石（株） プラス事業部 569-1051 高槻市大字原８５６－４ 2


16 ファミリー（株） 開発技術室 532-0004 大阪市淀川区西宮原２－１－３ 　ソーラ新大阪２１　１３階 2


17 太啓建設（株） 土木部 471-0071 豊田市東梅坪町１０－３－３ 2


18 小野田ケミコ（株） 特殊コンクリート部 116-0014 荒川区東日暮里３－１１－１７ 2


19 デンソーテクノ（株） ＩＣ部 474-0025 大府市中央町２－１８８ 2


20 松元産業（株） － 448-0813 刈谷市小垣江町御茶屋下１１－４ 2


21 （株）花みずき工房 － 432-8068 浜松市大平台２－４８－３３ 2


22 （株）ガルコン － 465-0025 名古屋市名東区上社３－１０２ 名東ビル２０１号 2


23 アイシン精機（株） 生産技術部 448-8650 刈谷市朝日町２－１ 2


24
高砂熱学工業（株）名古屋支社三河営
業所


技術課（総括所長） 448-0858 刈谷市若松町１－１９ 2


48


○文部科学省・経済産業省・高専機構本部


機　　　　　関　　　　　名 宛名 部数


1 文部科学省高等教育局 専門教育課 100-8959 千代田区丸の内二丁目５番１号 1


2 文部科学省研究振興局 研究環境・産学連携課 100-8959 千代田区丸の内二丁目５番１号 1


3 経済産業省 産業技術環境局 100-8901 千代田区霞が関１－３－１ 1


大学連携推進課


4 独立行政法人国立高等専門学校機構本総務課 193-0834 八王子市東浅川町701-2 2


企画課 108-0023 港区芝浦3-3-6 　キャンパス・イノベーションセンター4Ｆ 1


6


○国立大学法人（工学部）


機　　　　　関　　　　　名 宛名 部数


1 国立大学法人名古屋大学 工学部 464-8603 名古屋市千種区不老町 1


2 国立大学法人名古屋工業大学 テクノイノベーションセンター 466-8555 名古屋市昭和区御器所町 1


3 国立大学法人岐阜大学 工学部 501-1193 岐阜市柳戸１－１ 1


4 国立大学法人豊橋技術科学大学 工学部 441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１ 1


5 国立大学法人長岡技術科学大学 工学部 940-2188 長岡市上富岡町１６０３－１ 1


6 国立大学法人静岡大学 工学部 422-8529 静岡市大谷８３６ 1


7 国立大学法人三重大学 工学部 514-8507 津市上浜町１５１５ 1


7


○県・市関係


機　　　　　関　　　　　名 宛名 部数


1 中部経済産業局 地域経済部 460-8510 名古屋市中区三の丸２－５－２ 2


2 （財）中部科学技術センター 総務部 460-0008 名古屋市中区栄２－１７－２２ 名古屋市科学館内 1


3 （財）科学技術交流財団 業務部共同研究・情報課 460-0002 名古屋市中区丸の内２－４－７ 愛知県産業貿易館西館内 1


4 豊田商工会議所 会頭 471-8506 豊田市小坂本町１－２５ 豊田産業文化センター３階 1


5 豊田市役所 産業部産業労政課 471-8501 豊田市西町３－６０ 1


6 （財）豊田都市交通研究所 － 471-0025 豊田市西町４－２５－１８ 中根ニッセイビル３Ｆ 1


7


○既に配付済み


部数


1 校長 1


2 各学科主任、技術部 7


3 テクノコンプレックス長 1


4 （来客）デンソー技研センター 1


10


豊田高専研究者総覧送付先


住　　　　　　　　　所


住　　　　　　　　　所


住　　　　　　　　　所


住　　　　　　　　　所


 


（出典 庶務課資料）
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資料Ａ－３－５


 


 


（出典 ホームページ抜粋）
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資料Ａ－３－６
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（出典 総務会議（H19.3.27）資料）
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（分析結果とその理由） 


本校では，教員個々の研究活動の状況や改善点を集約するような体制は組織されていないが，教


育研究施設の紹介，共同研究や受託研究の申し込み方法について企業への周知，本校教員の専門分


野や技術シーズ等の情報発信を地域共同テクノセンターが中心となってテクノコンプレックスが受


け持っており，地域企業との産学連携を推進している。また，庶務課研究協力係の支援により，地


域との研究協力に関する情報をHP等を通してPRするとともに，科学研究費補助金の採択件数増加に


向けて，説明会や申請書チェック等の体制を整えている。 


以上のことから，研究の目的に沿った活動を支援し，改善していく体制は整備され，機能してい


ると判断する。 
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Ⅳ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 


 


１ 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 


 本校では正規課程の学生に対して，「実践的かつ専門的な知識及び技術を有する創造的な人材」


（機構法第３条）を養成することを目ざして教育活動を行っているが，同時に正規課程の学生以外


に対する教育サービスも行っている。独立行政法人国立高等専門学校機構法第 12 条には「四 公


開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること」とあり，その趣旨に基づ


き地域社会への貢献として社会のニーズに対応した教育サービスを行うことは重要である。 


そこで本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスの目標として以下の項目を掲げ


る。 


 


１）小中学生を対象とした教育サービス 


教員による小中学生を対象とした出前授業や，市及び県等が主催する科学技術関連イベント


への参加を組織的かつ積極的に推進する。また，在学生を小中学校における訪問授業の補助役と


して同行させ，小中学生の授業理解の補助・学習意欲の向上と同時に本校学生の学習意欲向上を


図る。 


 


２） 公開講座の充実 


教員による中学生を対象とした公開講座や地域住民を対象とした多方面に渡る分野の一般教


養講座を行い，中学生を含む地域住民の教養向上並びに地域文化の振興に寄与する。 


 


３） 地域企業との連携 


地域の中小企業の若年技術者の再教育を行い，地域の活性化を促進するとともに，教育研究


に関する成果や本校の施設・設備を公開し，地域の産業界及び教育界にそれを還元する。 


 


４）研究生，聴講生及び科目等履修生の受入 


正規課程の学生以外に対する教育として研究生，聴講生，科目等履修生を受入れ，学習の機会


を提供して要望に応える。 
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２ 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 


観点ごとの分析 


観点Ｂ－１： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生


以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 


（観点に係る状況） 


 本校では，正規課程の学生以外に対する教育サービスとして，（１）小中学生を対象とした教育


サービス，（２）公開講座，（３）地域企業との連携，（４）研究生，聴講生及び科目等履修生の


受入，を行っている。以下それぞれについて述べる。 


 


（１）小中学生を対象とした教育サービス 


本校では，平成 12 年度より，電気・電子システム工学科の教員及び技術職員により「センサつ


きのインテリロボットをつくろう」について豊橋市商工会議所において中学生を対象とした出前講


座を行っている（資料Ｂ－１－１）。出前授業として，平成 18 年度では事前に授業内容を中学校


側に提示し（資料Ｂ－１－２），その中から一般学科の語学に関する授業として「中学生のための


口語文法入門」，「語源から学ぶ英語の歴史」の２講座（中学生対象），自然科学に関する授業と


して，「金属はどのような仕組みで変形するの？」（小学生対象）を，豊田市内にある小中学校で


実施している。同様に専門学科による「地盤の液状化実験」（小学生対象），「知られざる土壌汚


染の仕組み」（中学生対象）と題して，出前授業を実施している（資料Ｂ－１－３）。 


 資料Ｂ－１－２の実施案内には本教育サービスの目的，すなわち「国立豊田高専では，豊田市内


の小・中学校における教育を支援することを目的に出前授業を実施いたします。」との記述があり，


この目的の達成のために，計画や具体的な方針を定めている。本資料は，豊田市周辺の小中学校に


文書で通知している。今後，通知する地域を広げていく予定である。 


 また，平成 16 年度からは市及び県等が主催する科学技術関連イベント「ものづくりなぜ？な


ぜ？プロジェクト」に参加し，機械工学科の学生が学生指導員となり，小中学生とのパイプ役とし


て企業指導員を補佐し，小５～中３の学生にものづくりを指導することにより，小中学生の授業理


解の補助・学習意欲の向上と同時に本校学生の学習意欲向上が図られている（資料Ｂ－１－４）。 


 


（２）公開講座の充実 


 教員が中学生を対象とした公開講座や地域住民を対象とした多方面に渡る分野の一般教養講座を


行い，中学生を含む地域住民の教養の向上並びに地域文化の振興に寄与している。平成 16～18 年


度に開講した公開講座について資料Ｂ－１－５に示す。この中には，上述した中学生対象の豊橋市


商工会議所で開催している「センサつきのインテリロボットをつくろう」もあるが，豊田市との共


催により開講した講座（地域連携講座）として，平成 17，18 年度にはそれぞれ３講座が含まれて


いる。なお，これらについては豊田市により，市民全世帯（約 15 万世帯）にカラー刷りのチラシ


（資料Ｂ－１－６）が配布され，地域住民に対して公開講座の開催が周知された。また，豊田市か


らは，駅近くの利便性のよい会場の提供も受けている。 


また，すべての公開講座を愛知県の Web「学びネットあいち」に登録し，各新聞社及び各市町村


広報誌に掲載を依頼している（資料Ｂ－１－７）。その他，本校 HP に公開講座専用ページを作成


し，幅広く受講生を募集している。 


 参照 → http://www.toyota-ct.ac.jp/~jimu/syomu/gakusyuu/home.htm 
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資料Ｂ－１－１


 


平 成 １ ６ 年 度 豊 田 工 業 高 等 専 門 学 校 公 開 講 座 


 


「 受 講 の 案 内 」 


 


－マイコンロボットの製作とロボットコンテスト－ 


 


このたびは，本校の公開講座にお申込みいただき誠にありがとうございます。 


 抽選を行った結果，貴方がご当選されましたので，通知申し上げます。 


 ついては，下記の事項にご留意いただき，受講願います。 


 また，当日は事故のないようにご注意いただき，ご来校されることをスタッフ一同心からお待ち申し上げて 


おります。 


記 


 


  １．開催日初日に下記にて受付を行い，受講料をお支払いください。 


   （１）日 時 


       ７月２７日（火） ９時４０分までに 


   （２）場 所 


       豊田工業高等専門学校「一般学科・管理棟」１階 庶務課受付窓口 


                                         （別紙１） 


   （３）当日持参いただくもの 


      ①受講料  ４，６００円 


（内訳：講習料２，１００円＋教材費２，５００円） 


         ②同意書（別紙２） 


            ※保護者のサイン忘れがないか確認願います。 


      ③文房具等受講に必要なもの及び昼食・飲物は各自で準備願います。 


  ２．開催日の２日目は直接，会場（電気・電子システム工学科２階電気電子工学実験室）へご集合くだ 


さい。場所は開催日初日に案内します。 


    なお，初日同様に文房具等受講に必要なもの及び昼食・飲物は各自で準備願います。 


  ３．豊田高専へのアクセス及び駐車場について 


   （１）地図（別紙１)を参考にご来校ください。 


      （２）車での送迎スペースはございます。 


      なお，周辺道路への駐停車はご遠慮ください。 


  ４．欠席される場合について 


    諸般の事情により欠席される場合は，開催時間の３０分前までに庶務課までご連絡ください。 


  ※ また，本公開講座への申込みに見覚えがない場合もご一報ください。 


    豊田高専庶務課 0565-36-5828 


 


（出典 生涯学習委員会資料）
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資料Ｂ－１－２


 
平成 18 年度 小･中学校出前授業 実施案内 


 
国立豊田高専では、豊田市内の小・中学校における教育を支援することを目的に出前 


授業を実施いたします。総合学習等で希望される授業がメニューにございましたら、選 


んでお申込みいただくと、本校教員が授業に出向きます。 


１）メニュー 


  「平成 18 年度国立豊田高専出前授業一覧」を参照してください。 


 ２）対象 


  小学生 4 年生以上及び中学生 


３）申込方法 


  (1) 出前授業を希望される場合は、Ｅメール、または電話、ＦＡＸで、希望される授 


業テーマの担当教員と内容、実施日程等について事前打合せを行ってください。 


連絡先は出前授業一覧に掲載されています。教員との連絡が取りにくい場合は、下 


記の問合せ先まで連絡願います。 


  (2) 実施日程等の打合せ後、別紙「出前授業申込書」に記入し、下記の問合せ先まで 


送付願います。 


４）受付開始 


  平成 18 年 7 月 5 日（水）から 


 


（出典 学生課資料）
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 平成１８年度 出 前 授 業 申 込 一 覧  


         


番


号 


出前授業日時 本校担当教員 


申込機関 


授


業


番


号


授業テーマ 申込日 
出前授業日 時 間 学 科 


氏   


名 


1  ８月 25 日(金) 
10:0 ～


11:00 


一 般 学


科 


柏 谷 賢


治 


豊 田 市 立 四 郷 小 学


校 
5 


金属はどのような


仕組みで変形する


の？ 


8 月 7 日


2  ８月 30 日(水) 
10:0 ～


11:00 


環 境 都


市 工 学


科 


伊東 孝


小林 睦


豊 田 市 立 四 郷 小 学


校 
18


地 盤 の 液 状 化 実


験 
8 月 7 日


3  ９月 16 日(土) 
9:00 ～


12:00 


環 境 都


市 工 学


科 


山 下 清


吾 


松 本 嘉


孝 


豊 田 市 立 下 山 中 学


校 
19


知られざる土壌汚


染の仕組み 
8 月 9 日


4 11 月 11 日(土) 
8:30 ～


10:00 


一 般 学


科 


松 浦 由


起 


豊田市立 


梅坪台中学校
2 


中 学 生 の た め の


口語文法入門 
11 月 2 日


5 11 月 11 日(土) 
8:30～


10:00 


一 般 学


科 


神 谷 昌


明 


豊田市立 


梅坪台中学校
3 


語 源 か ら 学 ぶ 英


語の歴史 
11 月 2 日


資料Ｂ－１－３


 


（出典 学生課資料）
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資料Ｂ－１－４


 


 


 


 


１ 募集人員 


６人以内 


     ※１活動日に３人の参加が必要なため、６人の場合は２人１組のペアとなり、実施 


します。希望者が募集人員に満たない場合、毎週参加していただく場合もありま 


す。 


     ※リーダーになっていただける方（緊急の連絡等を他のメンバーに伝えてもらう責 


任者）を１名選出する予定です。 


２ 参加用件 


       ・ 平成１９年４月に本科４年生または５年生となる方 


              ・ 試験期間中及び学校行事以外は、必ず参加できる方 


・ 自動車、ものづくりが好きな方 


・ 子どもとふれあうことが好きな方 


３ 学生指導員としての役割 


・子ども（小５～中３）が行う古い車（パブリカを予定）の修復作業を指導  


・夢の自動車づくり支援（子どもがデザインした車の製作） 


・子どもと企業指導員（トヨタ自動車等１３社参加）とのパイプ役 


４ 活動期間・日時 


       平成１９年４月～平成２０年３月  


土曜日午前９時～午後４時 （月３回程度、年間３６回程度）  


５ 活動場所 


       財団法人あすて 豊田市本町本竜４３ ℡0565-52-0362 


６ 参加費用  


年間５００円（施設使用料としてお支払いをお願いします。） 


７ 傷害保険 


       プロジェクト事務局で加入します。 


       （保険金：死亡１,３００万円、後遺障害１,３００万円まで、 


入院（１日につき）７,０００円、通院保険（１日につき）４,５００円、 


賠償責任５億円まで） 


加入費用はプロジェクト事務局で負担します。 


８ 服装 


       作業着としてつなぎ及び帽子を事務局で用意いたします。 


９ 食事（昼食） 


       ご希望の方は、「あすて」にて準備できます。（１食２００円～３００円） 


 


平成１９年度 ものづくりなぜ？なぜ？プロジェクト 自動車チーム 


豊田工業高等専門学校 学生指導員募集要項 
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資料Ｂ－１－５


平成 16～18 年度に開講した公開講座 


  ※ 出前講座：「センサつきのインテリロボットをつくろう」（豊橋市商工会議所） 


 


１０ 申し込み方法、期限 


       学生指導員募集要項及び申込用紙は学生課教務係にありますので、必要事項を 


記入し、３月９日（金）までに学生課教務係へご提出ください。 


１１ 最初の活動日（はじめの式） 


       平成１９年４月７日（土）午前８時５０分に「あすて」に集合 


       １年間の活動内容を説明いたします。 


       学生指導員の担当プロジェクト等の最終決定を予定しています。 


１２ その他 


       謝金等はありませんので、ボランティア活動となります。 


       学科によって特別単位（ボランティア単位）になる場合がありますので、指導 


教員に相談してください。 


 


 


 


 


 


 


（出典 庶務課資料）


【プロジェクトに関する問い合わせ】 


ものづくりなぜ？なぜ？プロジェクト事務局 豊田市役所 生涯学習課 


担当：松本、加藤          TEL：0565-34-6660   FAX：0565-31-5870 


〒471-8501 豊田市西町３－６０   Ｅメール：
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平成１７年度公開講座実施予定一覧(決定）


担　当 講   座   名 実施場所 対象者
募集
人員


時　　期 時間帯 時間数 講習料 教材費 合計


絵解きで習う英会話 校内
一般


（中学生以上）
30 8/22～8/26 10:30～12:00 7.5


6,200
（中学生は
1,000円）


1,000
7,200


（中学生は
2,000円）


【豊田市共催　地域連携講座】


戦国軍記『武功夜話』を読む
　－木下藤吉郎の登場－　　－稲生合戦における柴田勝家－


豊田市駅周
辺公共施設


一般
（中学生以上）


25
10/16,10/23


（両日で１講座）
13:00～15:00 4 2,000 0 2,000


機械工学科 メカワールド体験講座 校内 中学生 18 7/25～7/26 10:00～16:00 10 1,000 0 1,000


マイコンロボットの製作とロボットコンテスト 校内 中学生
30


（2人1組）
7/26～7/27 10:00～16:00 10 1,000 0 1,000


【出前講座】


センサつきのインテリロボットをつくろう（簡単な電子回路工作）
豊橋商工
会議所


中学生 20 7/28 10:00～16:00 5 1,000 2,200 3,200


ハリーポッター第６巻は英語で読もう！めざせ１００万語英文多読入門 校内
一般


（中学生以上）
10 8/9～8/11 13:00～16:00 9


6,200
（中学生は
1,000円）


1,890
8,090


（中学生は
2,890円）


【豊田市共催　地域連携講座】


ハリーポッター第６巻は英語で読もう！めざせ１００万語英文多読体験
豊田市駅周
辺公共施設


一般
（中学生以上）


20
10/15,10/22


（両日で1講座）
13:00～16:00 6 2,000 1,890 3,890


情報工学科 プログラム（Ｃ言語）によるロボット制御にチャレンジ！ 校内 中学生 15 8/3～8/4 10:00～16:00 10 1,000 0 1,000


環境都市工学科 ブリッジコンテスト（橋の模型を作ってみよう） 校内 中学生 20 8/3 10:00～16:00 5 1,000 0 1,000


パソコンで夢の空間を創ろう！　－３Ｄ描画ソフトで挑戦－ 校内 中学生 15 7/28～7/29 10:00～16:00 10 1,000 0 1,000


【豊田市共催　地域連携講座】


木造住宅の耐震安全性の真実　～分かっていること・未だ分からないこと～
豊田市駅周
辺公共施設


一般
（中学生以上）


20
12/3,12/10


（両日で1講座）
13:00～16:00 6 2,000 0 2,000


マルチメディア情
報教育センター


パソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ）ネットワークの構築とウィルス対策 校内
一般


（満18歳以上）
15


8/27,9/3
（両日で1講座）


10:00～16:00 10 6,200 2,000 8,200


一般学科


電気・電子システ
ム工学科


建築学科


 


平成１８年度公開講座実施予定一覧(申請）


担　当 講   座   名 実施場所 対象者
募集
人員


時　　期 時間帯 時間数 締切  受講料


電気・電子システ
ム工学科


マイコンロボットの製作とロボットコンテ
スト


学内 中学生
30


（2人1組）
7/25（火）
7/26（水）


10:00～16:00 10
7/11
（火）


1,000


情報工学科
プログラム（Ｃ言語）によるマイコン制御
にチャレンジ！


学内 中学生 15
7/27（木）
7/28（金）


10:00～16:00 10
7/13
（木）


1,000


環境都市工学科 わかりやすいコンクリートの話 学内 中学生 20 7/31（月） 10:00～16:00 5
7/18
（火）


1,000


機械工学科 メカワールド体験講座 学内 中学生 18
8/1（火）
8/2（水）


10:00～16:00 10
7/18
（火）


1,000


建築学科
パソコンで夢の空間を創ろう！　－３Ｄ
描画ソフトで挑戦－


学内 中学生 15
8/3（木）
8/4（金）


10:00～16:00 10
7/20
（木）


1,000


電気・電子システ
ム工学科


ハリーポッター第７巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読入門


学内 一般
（中学生以上）


10
8/7（月）


～8/9（水）
13:00～16:00 9


7/24
（月）


 中学生以外3,630
（中学生は1,630）


（テキスト代631含む）


一般学科


近世史料に見る山内一豊　－内助の功
－
戦国軍記『武功夜話』における山内一豊
－山内猪右衛門のこと－


豊田市内
公共施設


一般
（中学生以上）


25
8/26（土）
8/27（日）


10:30～12:30 4
8/14
（月）


中学生以上2,000
中学生1,000


マルチメディア情
報教育センター


Ｗｉｎｄｏｗｓネットワークの構築とセキュリ
ティ対策（初・中級編）


学内 一般
（満18歳以上）


10
8/26（土）
9/2（土）


（両日で1講座）
10:00～16:00 10


8/14
（月）


 3,764
(テキスト代1,764含む）


一般学科 絵解きで習う英会話
豊田市内
公共施設


一般
（中学生以上）


20
8/28（月）,8/30
（水）～8/31


（木）,9/3（日）


10:30～12:00
9/3のみ


10:30～12:00、
13:00～14:30


7.5
8/14
（月）


 中学生以外5,000
（中学生は2,000）


（教材費1,000含む）


電気・電子システ
ム工学科


ハリーポッター第７巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読体験


豊田市中
央図書館


一般
（中学生以上）


20
10/21（土）
10/28（土）


（両日で1講座）
13:00～16:00 6


10/6
（金）


 2,630
中学生1,630


(テキスト代630含む）


電気・電子システ
ム工学科


センサつきのインテリロボットをつくろう
（簡単な電子回路工作）


豊橋商工
会議所


中学生 20 7/28（金） 10:00～16:00 5
7/14
（金）


 3,200
（教材費2,200含む）


（出典 生涯学習委員会資料）


 


 


 







豊田工業高等専門学校  


- 51 - 


資料Ｂ－１－６


 
（出典 地域連携講座カラーチラシ）
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資料Ｂ－１－７


 


（出典 生涯学習委員会資料）
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（３） 地域企業との連携 


地域の中小企業の若年技術者の再教育を行い，地域の活性化を促進するとともに，教育研究に関


する成果や本校の施設・設備を公開し，地域の産業界及び教育界にそれを還元している。これらに


ついては，観点Ａ－２に平成 18 年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育成」委託事業に


関する記述があるように，本校では，「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者


育成プログラム」を立ち上げ，「匠の技術から学ぶものづくり」，「製造技術者のための基礎設計


技術」，「製造技術者のためのディジタル技術」，「技術者の素養を磨くスキルアップ講座」と題


して，各講座定員 20 名からなる講座を開いた（資料Ｂ－１－８）。また，平成 19 年度には文部科


学省「地域再生人材創出拠点の形成」プロジェクトに「伝統・先端技術融合による創造的人材創


出」というユニット名で申請を行っている（資料Ｂ－１－９）。さらに豊田市が策定している「豊


田市産業振興策 V25 プラン」においても，本校との連携による地域企業の人材育成が期待されてい


る。 


 


（４）研究生，聴講生及び科目等履修生の受入 


本校は，正規課程の学生以外に対する教育として研究生，聴講生，科目等履修生を受入れ，学習


の機会を提供している。資料Ｂ－１－10～12 にそれぞれの規程を示す。また，資料Ｂ－１－13 に


研究生募集要項を示す。なお，過去３年間の受け入れ状況を資料Ｂ－１-14 に示す。 
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資料Ｂ－１－８


 
 


平成 18 年度 経済産業省《高専等を活用した中小企業人材育成》委託事業 


 
 
 
 
 
 


 
 


【 開 講 講 座 】 


講  座  名 開 講 期 間 申込締切日 


①「匠の技術から学ぶものづくり」 


    【水曜日】18:00～20:00（10 回）


平成 18 年 9 月 13 日 


       ～11 月 15 日 
平成 18 年 8 月 28 日（月）


②「製造技術者のための基礎設計技術」 


    【水曜日】18:00～20:00（10 回）


平成 18 年 11 月 22 日 


  ～平成 19 年 2 月 7 日
平成 18 年 11 月 6 日（月）


③「製造技術者のためのディジタル技術」 


    【火曜日】18:00～20:00（10 回）


平成 18 年 10 月 10 日 


     ～12 月 12 日
平成 18 年 9 月 25 日（月）


④「技術者の素養を磨くスキルアップ講座」


    【土曜日】 9:30～11:30（10 回）


平成 18 年 10 月 21 日 


 ～平成 19 年 1 月 20 日
平成 18 年 10 月 2 日（月）


※ 募集人数：各講座 20 名（定員になり次第締め切ります。） 


複数の講座を受講していただいて結構です。 


 
 


管理団体：豊田商工会議所 


実施機関：独立行政法人国立高等専門学校機構 


    豊田工業高等専門学校 


「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」 


受 講 者 募 集  
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■《事業概要》 


中小企業製造現場の若手技術者・技能者を主な対象とした人材育成プログラムです。講義に加え


実験・実習などの実技と共に、グループ討論・企業研修などを織り込み、受講者が身をもって体験


しながら学ぶことができるプログラムを目指しています。 


■《受講対象者》   


中小企業製造現場の若手・初学技術者・技能者、技術者を目指している従業員 


専門知識の幅（機械系技術者でディジタル技術など）を広げたい技術者 


■《募集人数》 


各講座とも 20名 


■《受 講 料》  


無料（ただし、各講座とも全期間ご参加いただきます。） 


なお、協力機関への交通費、実習・実験等に係る保険費用は自己負担です。 


■《研修会場》 


各講座とも、「豊田高専地域共同テクノセンター」で実施します。 


（ただし、特別講演、企業研修、技術研修を除く。）  


（１）講座研修会場： 


豊田高専 地域共同テクノセンター（〒471-8525 豊田市栄生町 2-1） 


TEL: (0565) 36-5941（橋本）、FAX: (0565) 36-5930 


（２）特別講演会場： 


豊田商工会議所（〒471-8506 豊田市小坂本町 1-25） 


TEL: (0565) 32-4594（鷲見）、FAX: (0565) 34-1777 


（３）企業研修会場： 


（株）デンソー技研センター（〒446-8507 安城市高棚町新道 1） 


（株）デンソー 高棚製作所（〒446-8507 安城市高棚町新道１） 


TEL: (0566) 73-2612（村田）、FAX: (0566) 73-2965 


（４）技術研修会場： 


愛知県産業技術研究所（〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割） 


TEL: (0566) 24-1841（高須）、FAX: (0566) 22-8033 


■《受講修了》  


受講修了者（出席率 70％以上）には、受講者及び派遣企業に「修了証書」を授与します。 


また、優秀者には「優秀証書」を授与します。 


「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」 


研 修 講 座 受 講 要 項 


 


（出典 平成 18 年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育成」委託事業パンフレット抜粋）
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資料Ｂ－１－９


文部科学省「地域再生人材創出拠点の形成」プロジェクト 


（出典 プロジェクト申請書抜粋）
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資料Ｂ－１－10


（出典 規則集抜粋）
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資料Ｂ－１－11


（出典 規則集）
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資料Ｂ－１－12


（出典 規則集抜粋）
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資料Ｂ－１－13


 


（出典 学生課資料）
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資料Ｂ－１－14


 


過去３年間の研究生受入れ状況 


年 度 受講生 指導教員 研 究 課 題 


平成 16 年度 


男Ａ 犬塚勝美 車椅子の電動化装置の製作 


男Ｂ 荻野 弘 ２列潜堤の設置規模と砕波の規模の関係 


男Ｃ 忠 和男 縦リブ補強による既設円筒鋼製橋脚の関係 


平成 17 年度 男Ｄ 三島雅博 日本建築史の研究 


平成 18 年度 


男Ｅ 早坂太一 心理物理実験用プログラムの開発 


男Ｆ 伊東 孝 木曽川の水制群について 


男Ｇ 荻野 弘 植樹帯による道路交通騒音低減効果に関する研


究 


（出典 学生課資料より作成）


 


（分析結果とその理由） 


 本校では「小中学生を対象とした教育サービス」として出前授業を，また「公開講座」が中学生


や地域住民を対象として実施されている。「地域企業との連携」では「高専を活用した中小企業人


材育成」委託事業が行われており，「研究生，聴講生及び科目等履修生の受入れ」については制度


として学習の機会を提供している。このように本校では，正規課程の学生以外に対する教育サービ


スが計画的に実施されている。 
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観点Ｂ－２： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっている


か。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 


（観点に係る状況） 


 地域共同テクノセンターを中心とした平成 18 年度経済産業省「高専等を活用した中小企業人材


育成」委託事業においては，観点Ａ－２にもあるように，地元企業 29 社，延べ 97 名の受講者が参


加した。受講者に対するアンケート結果では，事前のパンフレット及びコーディネーターによる事


前説明で講座の意図，内容並びにレベルについて理解が得られていたことから，講座全体の評価は


75～90％と高く，派遣企業の理解も得られていたこともあり，事業の成果は上がったと考えられる。


次年度以降の改善については，例えば土曜日開催については，企業側の各種行事等により，参加が


困難という指摘がなされた（資料Ｂ－２－１）。 


 続いて，公開講座に関しては，過去３年間の受講者の推移と充足率は以下のとおりである。いず


れの年度も全体では 100％を超える充足率であるので，順調に受講生を確保していることが示され


る（資料Ｂ－２－２）。 


公開講座の充実ということで具体的な目標として挙げている「教員による中学生を対象とした公


開講座や地域住民を対象とした多方面に渡る分野の一般教養講座を行い，中学生を含む地域住民の


教養向上並びに地域文化の振興に寄与する」という点では，中学生が積極的に参加できるような内


容としたことにより，平成 16～18 年度それぞれの年度で 100 名以上の参加者を得た。なお，一般


の参加者を加えると 200 名以上となることが多い。 


また，生涯学習委員会の決定に基づき平成 17 年度から，本校の公開講座の受講風景を説明付き


でインターネット上で公開及び平成 18 年度から中学生対象講座を中心に「中学生のみなさんへ」


を配布し，学校紹介等を行うなど入学生（受験生）確保の一助を担っている。 


次に，受講生に対するアンケート調査に関しては，平成 16 年度から公開講座を受けての感想や


今後の希望などを調べている。それによると，概ね満足を得ていることが示されていることから，


公開講座の成果が上がっているといえる（資料Ｂ－２－３）。 


なお，受講後のアンケート結果によると，中学生の満足度は，一般よりも幾分高い傾向が伺える。 


これらアンケート調査の結果は生涯学習委員会（資料Ｂ－２－４）で報告され，公開講座担当者


が次年度の公開講座に反映させるように努めている。また，より充実した教育サービスを目指すた


めに，自由記述のアンケート調査も実施している。その中で講師が今後の改善へと役立てた一例と


して，資料Ｂ－１－５の一般向けの公開講座のひとつである「絵解き英文法」では，平成 17 年度


において「中級・上級の文法を望む」，「このような講座をもっと長い期間でやっていただきた


い」という希望があり，翌平成 18 年度では，これまでの初級レベルから文法の達成目標を中級の


内容も加えるなどの改善を行っている。しかしながら，改善したことにより資料Ｂ－２－３の平成


18 年度のアンケートでは，「絵解き英文法」は，23 人中，４名が「あまり満足できなかった」と


回答している。また，講座の期間については，7.5 時間と他の講座に比べても長いにもかかわらず，


さらなる開講時間を求めていることなども今後の検討すべき材料である。このようにアンケート結


果を踏まえ，次年度の講座の内容を検討するというシステムが機能しているといえる。 


 なお，平成 17 年度より実施された出前授業（資料Ｂ－１－３）に関する受講生の意見聴取の状


況については，講師が簡単な感想を受講者に求める程度であった。その中で報告されているものと


して，「地盤の液状化実験」では，「液状化が起こったときの構造物の被害状況がよくわかった」


という感想があった。また，「知られざる土壌汚染の仕組み」では，「普段使用できない専門的な


実験機器を使って実験ができてよかった」，「土がいろいろな役割を果たしていることがわかって







豊田工業高等専門学校  


- 63 - 


勉強になった」などの感想があった。訪問先の中学校の事情等もあり，今後詳細なアンケート調査


をすべきかどうか検討の余地がある。 


平成 16 年度から公開講座で実施しているアンケート調査での意見等は生涯学習委員会で報告し


ているが，次年度の公開講座の受講生は当該年度の受講生と異なるため，アンケート結果を次年度


の公開講座に反映しても，必ずしも改善に結びつかない例も出てくる。この点は，本校公開講座に


おける問題点として挙げられる。また，近年の公開講座をみると新しい企画は少なく，充足率のか


んばしくない公開講座もあり次年度以降に内容的に改善するなどの処置が望まれるところである。 


また，工夫した点としては，すべての講座において受講生確保に力を入れるために，応募方法を


変更したことが挙げられる。従来は本校指定日（平日）に事前に来校して，申込みを行い，受講料


を支払うという手続きであったが，より簡素化し来校不要な申込方法（Ｅメール，FAX，郵送のい


ずれか）とし，受講日初日に受講料を支払うという手続に変更した。また，これまでにも各学科が


チラシを用意していたが，平成 17 年度からは全講座共通の書式にするなどの改良を加えた。さら


に，研究協力係で全体のポスターを作成し，中学校や地域の公民館（豊田市では，交流館やコミュ


ニティセンターという名称）など 150 機関以上に配布した。さらに申し込みに関しては，平成 16


年度から個人単位での申込みに加えて，各中学校が取り纏めて申込みができるように中学校専用


FAX 申込用紙を作成し，申し込み手続きをより簡略化した。こうした細かな改善が，生涯学習委員


会及び庶務課研究協力係を中心として行っており，改善のためのシステムが機能した例として挙げ


られる。 







豊田工業高等専門学校  


- 64 - 


資料Ｂ－２－１


経済産業省「高専等を活用した中小企業人材育成」委託事業プログラム事業報告（抜粋） 


（出典 プログラム事業報告（概要版））
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資料Ｂ－２－２


平成１６年度公開講座の受講状況（報告）


◎中学生対象講座◎


学科 講座名 定員
応募
人数


受入
許可


欠席・
辞退
数


受講
者数


充足率
（定員/受講


者）


機械 メカワールド体験講座 18 16 16 2 14 78%


電気・電子 マイコンロボットの製作とロボットコンテスト 30 53 40 0 40 133%


電気・電子 センサ付きのインテリロボットをつくろう（豊橋） 30 17 17 0 17 57%


情報 プログラム（Ｃ言語）によるマイコン制御にチャレンジ！ 15 30 30 0 30 200%


環境
東海地震！自分だけは大丈夫？
ＧＰＳで見る地震の起こるメカニズムと振動実験


20 14 14 2 12 60%


建築 パソコンで夢いっぱいの空間をつくろう 20 15 15 1 14 70%


６講座計 133 145 132 5 127 95%


※備考：応募／定員の率＝109%


◎社会人対象講座◎


学科 講座名 定員
応募
人数


受入
許可


欠席・
辞退
数


受講
者数


充足率
（定員/受講


者）


一般 戦国軍記『武功夜話』を読む（1）（2） 20 43 43 4 39 195%


マル情報
ﾊﾟｿｺﾝ（Windows/Linux）のｲﾝｽﾄｰﾙとﾈｯﾄﾜｰｸの構築
（1）（2）


15 14 14 2 12 80%


建築 揺らしてわかる木造住宅の耐震診断法(1)(2) 20 28 28 0 28 140%


３講座計 55 85 85 6 79 144%


※備考：応募／定員の率＝155%


－全講座合計－


学科 講座名 定員
応募
人数


受入
許可


欠席・
辞退
数


受講
者数


充足率
（定員/受講


者）


９講座計 － 188 230 217 11 206 110%


※備考：応募／定員の率＝122%
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★一般対象講座　　（※①及び②は中学生以上であれば受講可、③は満１８歳以上）


（１）豊田高専で実施


開催日 受講料


一般 絵解きで習う英会話　　※① 30 5 5 0 5 17%
8/22（月）
-26（金）


※7,200
※中学2,000


電気・電子
ハリーポッター第６巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読入門　　　※②


10 15 15 0 15 150% 7/26（火） ※8,090
※中学2,890


マルチメディア パソコン（Windows）ネットワーク構築とウィルス対策　※③ 15 11 11 1 10 67%
8/27（土）
9/3（土）


8,200


55 31 31 1 30 55%


※備考：申込／募集の率＝56%


（２）T-FACEで実施　→豊田市との共催（地域連携講座）


開催日 受講料


一般
戦国軍記『武功夜話』を読む
－木下藤吉郎の登場－　－稲生合戦における柴田勝家－


25 38 38 2 36 144%
10/16（日）
、23（日） 2,000


電気・電子
ハリーポッター第６巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読体験


20 86 33 1 32 160%
10/15（土）
、22（土） 2,000


建築
木造住宅の耐震安全性の真実
～わかっていること・未だ分からないこと～


20
12/3（土）
、10（土） 2,000


45 124 71 3 68 151%


65 － － － － －


※備考：実施２講座の申込／募集の率＝ 276%


★中学生対象講座


開催日 受講料


機械 メカワールド体験講座 18 18 18 2 16 89%
7/25（月）
-26（火）


1,000


マイコンロボットの製作とロボットコンテスト 30 42 42 2 40 133%
7/26（火）
-27（水）


1,000


豊橋 センサつきのインテリロボットをつくろう　【豊橋商工会議所】 20 27 27 0 27 135% 7/28（木） 3,200


情報 プログラム（Ｃ言語）によるロボット制御にチャレンジ！ 15 24 24 4 20 133%
8/3（水）
-4（木）


1,000


環境 ブリッジコンテスト（橋の模型を作ってみよう） 20 13 13 0 13 65% 8/3（水） 1,000


建築 パソコンで夢の空間を創ろう 15 17 17 3 14 93%
7/28（木）
-29（金）


1,000


118 141 141 11 130 110%


※備考：申込／募集の率＝119%


－全講座合計－


218 296 243 15 228 105%


238 － － － － －


※備考：実施１１講座の申込／募集の率＝ 136%


電気・電子


備考


平成１７年度公開講座（地域連携講座含む）の実施状況


学科 講座名
募集
人数


申込
人数


受入
許可


欠席・
辞退


募集
人数


申込
人数


受講
者数


充足率
（受講/募集）


受入
許可


欠席・
辞退


受講
者数


充足率
（受講/募集）


会場


豊田
高専


６講座計


３講座計


学科 講座名


学科 会場 講座名
募集
人数


中学生は１講座1,000円＋教
材費、　中学生以外は機構の
規則を適用＋教材費


会場


豊田
高専


豊田
高専


備考


充足率
（受講/募集）


充足率
（受講/募集）


備考


募集中


申込
人数


受入
許可


欠席・
辞退


受講
者数


申込
人数


募集
人数


料金は豊田市の取り決め（共
催１講座１日1,000円以下）を
適用した。


欠席・
辞退


受講
者数


受入
許可


１講座1,000円に教材費加算


１２講座計


T-
FACE


実施済１１講座計


実施済２講座計


３講座計
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★一般対象講座　　（※①は中学生以上であれば受講可、②は満１８歳以上）


（１）豊田高専で実施


開催日 受講料


電気・電子
ハリーポッター第７巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読入門　　　※①


10 8 8 1 7 70%
8/7（月）
ー9（水）


※3,630
※中学1,630


マルチメディア
Windowsネットワーク構築とセキュリティ対策
（初・中級編）　※②


10 17 14 3 14 140%
8/26（土）
9/2（土）


3,764


20 25 22 4 21 105%


※備考：申込／募集の率＝125%


（２）豊田市との共催（地域連携講座）


開催日 受講料


一般
近世史料に見る山内一豊　－内助の功－
戦国軍記『武功夜話』における山内一豊　－山内猪右衛門のこと－


25 18 18 1 17 68%
8/26（土）、


27（日）
2000


中学生1,000


一般 絵解きで習う英会話 20 29 29 2 27 135% 8/28（月）、30（水）、


31（木）、9/3（日）


5,000
中学生2,000


電気・電子
豊田市


中央


図書館


ハリーポッター第７巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読体験 20 30 30 4 26 130%


10/21（土）、
28（土）


2,630
中学生1,630


45 47 47 3 44 98%


65 － － － － －


104%


★中学生対象講座


開催日 受講料


機械 メカワールド体験講座 18 19 18 1 18 100%
8/1（火）
-2（水） 1,000


マイコンロボットの製作とロボットコンテスト 30 40 40 0 40 133%
7/25（火）
-26（水） 1,000


豊橋 センサつきのインテリロボットをつくろう　【豊橋商工会議所】 20 17 17 1 16 80% 7/28（金） 3,200


情報 プログラム（Ｃ言語）によるマイコン制御にチャレンジ！ 15 36 36 0 36 240%
7/27（木）
-28（金） 1,000


環境 わかりやすいコンクリートの話 20 15 15 0 15 75% 7/31（月） 1,000


建築 パソコンで夢の空間を創ろう！　－３Ｄ描画ソフトで挑戦－ 15 2 2 0 2 13%
8/3（木）
-4（金） 1,000


118 129 128 2 127 108%


※備考：申込／募集の率＝109%


－全講座合計－


183 201 197 9 192 105%


203 － － － － －


※備考：実施１１講座の申込／募集の率＝ 110%


実施済１１講座計


実施済２講座計


３講座計


充足率
（受講/募集）


※備考：実施２講座の申込／募集の率＝


T-
FACE


申込
人数


募集
人数


受入
許可


欠席・
辞退・
落選


受講
者数


１２講座計


備考


料金は豊田市の取り決め（共
催１講座１日1,000円以下）を適
用した。


１講座1,000円に教材費加算


中学生は１講座1,000円＋教材
費、　中学生以外は１日1,000
円＋教材費


会場


豊田
高専


豊田
高専


備考


会場 講座名
募集
人数


申込
人数


受入
許可


会場


６講座計


３講座計


学科 講座名


学科


申込
人数


受講
者数


充足率
（受講/募集）


受入
許可


欠席・
辞退・
落選


受講
者数


充足率
（受講/募集）


欠席・
辞退・
落選


受講
者数


充足率
（受講/募集）


平成１８年度公開講座（地域連携講座含む）の実施状況


電気・電子


備考


学科 講座名
募集
人数


申込
人数


受入
許可


欠席・
辞退・
落選


募集
人数


（出典 生涯学習委員会資料）
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資料Ｂ－２－３


（中学生対象講座）
【まとめ】 今回、授業を受けてみてよかった（満足）ですか


機械
電気・電子


（出前）
電気・電子 情報 環境


建築
（夢空間）


合計


よかった（満足） 9 7 36 22 11 12 97
まあまあよかった（まあ満足） 4 8 2 7 1 2 24
どちらともいえなかった（満足感はあまりない） 0 1 2 1 0 0 4
あまりよくなかった（やや不満足） 1 1 0 0 0 0 2
よくなかった（不満足） 0 0 0 0 0 0 0


14 17 40 30 12 14 127


（社会人対象講座）


【まとめ】


一般
建築


（耐震）
マル情 合計


５（最高） 9 1 2 12
４ 11 9 4 24
３ 7 9 3 19
２ 0 3 1 4
１（最低） 0 0 0 0


27 22 10 59


平成１６年度公開講座のアンケート結果


今回、講義を終えて、貴方自身にとってはどのくらいの満足度が得ら
れましたか。最高が５、最低が１として表現してください。


★満足度★　121/127人　９５％


★満足度★3～5レベル対象　55/59人　９３％


今回、授業を受けてよかった（満足）ですか（６講座
計）


【不満足】
0人, 0%


【やや不満足】
2人, 2%


【満足感はあま
りない】
4人, 3%


【まあ満足】
24人, 19%


【満足】
 97人, 76%


今回の満足度（３講座計）


【５：最高】
 １２人, 20%


【４】
２４人, 41%


【３】
19人, 32%


【２】
4人, 7%


【１】
0人, 0%
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資料２


【一般対象講座】　今回、講義を終えて、どのくらい満足度が得られましたか？


ハリー入門 絵解き パソコン（Ｗｉｎ） ハリー体験 戦国軍記 木造住宅


（電気） （一般） （マルチ） （電気） （一般） （建築）


Ａ．充分満足できた 4 2 3 9 14 7 21 30


Ｂ．概ね満足できた 10 3 2 15 10 13 23 38


Ｃ．普通 1 4 5 1 5 6 11


Ｄ．あまり満足できなかった 1 1 4 4 5


Ｅ．全く満足できなかった 0 1 1 1


計 15 5 10 30 25 30 0 55 85


※　無回答１


メカ マイコンロボット パソコンで夢 ブリッジコンテスト プログラム（C言語） センサつき


（機械） （電気） （建築） （環境） （情報） （電気）


Ａ．充分満足できた 11 17 11 10 15 9 73


Ｂ．概ね満足できた 5 8 2 3 2 11 31


Ｃ．普通 10 1 5 16


Ｄ．あまり満足できなかった 3 1 4


Ｅ．全く満足できなかった 0


計 16 38 14 13 17 26 124


　　　　　　平成１７年度公開講座の満足度調査（総括）


　　　　評価の区分
（基本的に５段階とし、C.以上が評価を得たと判
断←機構本部企画課）


小計 小計


豊田高専で実施


※実際のアンケート（中学生宛）は機構の上記表現に更に中学生用の表現を併記（例 ： Ｂ.まあまあよかった）
※中学生に限定した講座である。


　　　 　評価の区分
（基本的に５段階とし、C.以上が評
価を得たと判断←機構本部企画
課）


計


T-FACEで実施（地域連携講座）


計


【中学生対象】　今回、授業を受けてよかった（満足）ですか？


※中学生対象講座とは異なり、中学生に限定した講座ではない。マルチの講座（パソコン（Ｗｉｎ））については満１８歳以上


◆一般対象講座の満足度◆


【Ａ．充分満足できた】
30人 35%


【Ｂ．概ね満足できた】
38人 45%


【Ｃ．普通】
11人 13%


【Ｄ．あまり満足できなかった】
 5人 6%


【Ｅ．全く満足できなかった】
 1人 1%


７割以上から評価
（満足度）されるよ
うにとは「C．普通」
以上を示す。


A+B+C=９３％


※機構本部企画課に問
い合わせた結果、11/9
（水）回答あり


◆中学生対象講座の満足度◆


【Ａ.充分満足できた】
73人 59%


【Ｂ.概ね満足できた】
31人 25%


【Ｃ.普通】
 16人 13%


【Ｄ.あまり満足できなかっ
た】 4人 3%


【Ｅ.全く満足できなかった】
0人 0%


７割以上から評価
（満足度）されるよ
うにとは「C．普通」
以上を示す。


A+B+C=９７％


※機構本部企画課に問
い合わせた結果、11/9
（水）回答あり
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（質問）　講義を終えて、満足できましたか？


【一般対象講座】　


ハリー入門 Ｗｉｎdows 戦国軍記 絵解き ハリー体験


（電気） （マルチ） （一般） （一般） （電気）


Ａ．充分満足できた 2 4 6 2 6 11 19 25


Ｂ．概ね満足できた 3 8 11 9 9 12 30 41


Ｃ．普通（どちらとも言えない） 1 1 2 4 3 9 10


Ｄ．あまり満足できなかった 0 2 4 6 6


Ｅ．全く満足できなかった 0 0 0


計 5 13 18 15 23 26 64 82


メカ マイコンロボット パソコンで夢 コンクリート プログラム（C言語） センサつき


（機械） （電気） （建築） （環境） （情報） （電気）


Ａ．充分満足できた 8 26 1 10 17 7 69


Ｂ．概ね満足できた 8 11 1 3 12 4 39


Ｃ．普通（どちらとも言えない） 2 2 2 2 3 11


Ｄ．あまり満足できなかった 1 1 2


Ｅ．全く満足できなかった 0


計 18 39 2 15 32 15 121


　　　　　　平成１８年度公開講座の満足度調査（総括）


　　　　評価の区分
（基本的に５段階とし、Ｂ.以上が評価を得たと
判断される）


小計 小計


計


【中学生対象】　


※中学生対象講座とは異なり、中学生に限定した講座ではない。マルチの講座（Ｗｉｎdows）については満１８歳以上


※中学生に限定した講座である。


　　　 　評価の区分
（基本的に５段階とし、Ｂ.以上が評
価を得たと判断される） 計


公開講座 地域連携講座


◆一般対象講座の満足度◆


【Ａ．充分満足できた】
　　25人 30.5%


【Ｂ．概ね満足できた】
　　41人 50%


【Ｃ．普通】
　　10人 12.2%


【Ｄ．あまり満足できなかった】
 　6人
7.3%


【Ｅ．全く満足できなかった】
 　0人 0%


７割以上から評価
（満足度）されるよ
うにとは「Ｂ．概ね
満足できた」以上
を示す。
Ａ＋Ｂ＝８０．５％


◆中学生対象講座の満足度◆


【Ａ.充分満足できた】
69人 57%


【Ｂ.概ね満足できた】
39人 32%


【Ｃ.普通】
 11人 9%


【Ｄ.あまり満足できなかっ
た】 2人 2%


【Ｅ.全く満足できなかった】
0人 0%


７割以上から評価
（満足度）されるよ
うにとは「B．概ね
満足できた」以上
を示す。
A+B=８９％


 


（出典 生涯学習委員会資料）
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資料Ｂ－２－４


（出典 規則集）


 


（分析結果とその理由） 


「正規課程の学生以外に対する教育サービス」の享受者のうち，地域企業との連携を目指した


「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」においては，４講座


（各講座定員 20 名）併せて受講者 97 名，修了者 92 名を数え，事業の成果が上げられた。また，


アンケート結果からも 75～90％の肯定的評価が与えられた。一方，公開講座の参加者については，


その充足率は過去３年間にわたり 100％を超えているとともに，アンケート調査の結果，５段階評


定の「４」以上の評定を与える参加者が概ね 80％以上であり高い満足度を与えていると考えられ
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る。出前授業については，受講者に感想を求める程度であるが，訪問先の事情も考慮しつつアンケ


ート調査を行うかどうか検討中である。参加者数や満足度調査からは，活動の成果が上がっている


と判断される。生涯学習委員会及び庶務課研究協力係を中心とした改善のためのシステムが整備さ


れており，そこでの報告や協議は公開講座担当者や出前授業担当教員に伝達され，次年度の公開講


座に反映されるようになっている。 


以上のことから，改善のためのシステムが整備され，機能していると判断される。 
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Ⅴ 自己評価の概要 


 


Ａ 研究活動の状況 


本校では，研究活動の目標として，１）基礎研究と技術シーズの育成，２）技術交流の促進と研


究成果の創出，３）外部研究資金等の導入，４）実践的技術者の育成と研究教育への還元を挙げて


いる。これらを実現するためにテクノコンプレックスを中心とした活動を広く行っている。地域企


業との共同研究，受託研究，奨学寄附金の受け入れ等による外部資金の獲得状況や科学研究費補助


金の申請件数，採択件数等からみて，教員による研究活動は活発であり，学生の研究発表やロボッ


トコンテスト等におけるアクティビティからも，研究の成果を教育に反映するという目的に沿った


活動の成果が現れている。また，本校では，教員の研究活動の状況や改善点を集約するような体制


は組織されていないが，本校教員の専門分野や技術シーズ等の情報発信を地域共同テクノセンター


が中心となってテクノコンプレックスが行っており，地域企業との産学連携を推進している。加え


て庶務課研究協力係の支援によって地域との研究協力に関する情報をHP上で公開するとともに，科


学研究費補助金の採択件数向上に向けて，説明会や申請書チェック等の体制を整備している。 


以上のように，研究の目的に沿った活動を支援し，改善していく体制は，整えられている。 


 


Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 


本校では「小中学生を対象とした教育サービス」，「公開講座」，「地域企業との連携」及び


「研究生，聴講生及び科目等履修生の受入」を正規課程の学生以外に対する教育サービスとして計


画的に実施している。これらの実施状況は概ね良好である。特に詳細なアンケート調査を行った公


開講座では，充足率は平均100％を超えており，またアンケート集計結果からも高い満足度が示さ


れている。こうした実施状況やアンケート結果等については，生涯学習委員会において報告され，


同委員会及び庶務課研究協力係を中心として次年度以降の計画に反映されるようになっており，改


善システムが機能している。 
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豊田工業高等専門学校外部評価委員会規程 


制  定  平成１６年４月１日 


全部改正  平成１９年４月１日 


最終改正  平成２０年４月１日 


（趣旨） 


第１条 豊田工業高等専門学校自己点検及び評価等実施委員会規程第８条第２項の規定による豊田工業高等専門学校外部


評価委員会（以下「外部評価委員会」という。）の運営に関し必要な事項は，この規程の定めるところによる。 


（目的） 


第２条 外部評価委員会は，校長の諮問に応じ，豊田工業高等専門学校自己点検及び評価等実施委員会（以下「実施委員


会」という。）が自己点検・評価した豊田工業高等専門学校（以下「本校」という。）の管理運営，教育・研究に関す


る事項を検証し，校務の円滑な運営を図ることを目的とする。 


（組織） 


第３条 外部評価委員会の委員は，人格識見が高く，かつ，本校の振興発展に関心と理解のある者で，次の各号に掲


げる者のうちから，校長が委嘱した委員をもって組織する。 


一 大学，高等専門学校等教育機関の教員又は経験者 


二 本校の所在する地域の教育関係者 


三 地方自治体の関係者 


四 地域産業界等の関係者 


五 本校の同窓会長 


六 本校の教育後援会長 


七 その他校長が必要と認めた者 


（任期） 


第４条 委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の


残任期間とする。 


（委員長） 


第５条 外部評価委員会に委員長を置く。 


２ 委員長は，委員の互選により選出する。 


３ 委員長は，外部評価委員会の会務を総理する。 


（運営） 


第６条 外部評価委員会は，校長が招集する。 


２ 外部評価委員会は，必要に応じて関係者の出席を求め，その意見を聴くことができる。 


（事務） 


第７条 外部評価委員会に関する事務は，総務課企画・地域連携係において処理する。 


（雑則） 


第８条 この規程に定めるもののほか，外部評価委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。 


附 則 


１ この規程は，平成１９年４月１日から施行する。 


２ この規程の施行後，最初に委嘱される委員の任期は，第４条の規定にかかわらず，平成２１年３月３１日までと


する。 


附 則 


この規程は，平成２０年４月１日から施行する。 
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豊田工業高等専門学校外部評価委員会委員名簿 


 
      


 


     （敬称略 五 十 音順） 


 


 


氏    名  


 


所   属   等  


 
 


あ お や ま   た か み  


 


青  山  高  美  
 


ﾄﾖﾀﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ（株）常勤監査役  


 
お の ぎ   か つ あ き  


 


小野木  克  明  
 


名古屋大学大学院工学研究科長  


 


さ か き ば ら  た て き  


 


榊  原  建  樹  
 


岐阜工業高等専門学校長  


 
さ ん だ    は る の ぶ  


 


三  田  晴  伸  
 


豊田工業高等専門学校教育後援会長  


 


に し か わ   よ し ひ と  


 


西  川  義  人  
 


豊田工業高等専門学校同窓会長  


よ し だ    ま さ と し  


 


吉  田  万佐敏  
 


豊田市教育委員会教育長  
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平成１９年度外部評価委員会議事要旨 


 


日時： 平成２０年３月１０日（月）１３時３０分から１６時１５分 


場所： 記念会館会議室 


出席者：【外部評価委員】 （50音順、役職名は開催時の役職） 


      青山
あおやま


  高美
た か み


   トヨタテクニカルディベロップメント（株）常勤監査役 


         小野木
お の ぎ


 克明
かつあき


   名古屋大学大学院工学研究科長 


         榊 原
さかきばら


  建樹
た て き


   岐阜工業高等専門学校長 


         三田
さ ん だ


  晴
はる


伸
のぶ


   豊田工業高等専門学校教育後援会長 


         西川
にしかわ


  義人
よしひと


   豊田工業高等専門学校同窓会長 


         吉田
よ し だ


 万
ま


佐
さ


敏
とし


   豊田市教育長 


    【本校列席者】 


      末松校長、金井副校長（教務主事）、後田副校長（寮務主事）、竹下副校長 


      （専攻科長）、伊藤一般学科主任、中島機械工学科主任、齋藤電気・電子シ  


      ステム工学科主任、岡部情報工学科主任、伊東環境都市工学科主任、今岡建 


      築学科主任、吉利メディアコンプレックス長兼図書館長、荻野テクノコンプ 


      レックス長兼認証評価対応ＷＧ長、松本事務部長、田之上庶務課長、大藤会 


      計課長、吉見学生課長、河合技術長 


    【本校陪席者】 


      西尾課長補佐、三宅庶務係長、林研究協力係長、藤井総務係長、三井教務係 


      長、新實学生支援係長 


【事前配付資料】 


  豊田工業高等専門学校自己点検評価書（平成２０年３月） 


【席上配付資料】 


  ①学校要覧 平成１９年度 


  ②豊田工業高等専門学校の自己点検・評価並びに外部検証・外部評価報告書（No.8） 


  ③産学連携のしくみ 


  ④テクノコンプレックス 


  ⑤国立豊田工業高等専門学校 入学案内 2008 


   豊田高専てどんな学校？ 
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  ⑥専攻科 


  ⑦豊田高専広報 2007.3.20 第99号、2007.10.25 第100号 


 


開 会： 議事に先立ち、校長から挨拶があり、豊田工業高等専門学校外部評価委員会委    


    員の紹介及び本校出席者の紹介があった。 


 


配付資料の説明 


 


議 事 


 １ 委員長の選出 


    校長から、「委員長の選出については、豊田工業高等専門学校外部評価委員会規  


   程第４条に基づき、委員のうちから互選することになっているが、特段意見がなけ 


   れば、本校の内容に詳しい吉田委員にお願いしたい。」との発言があり、審議の結 


   果、これを了承した。 


 


 ２ 豊田工業高等専門学校の教育研究活動等の状況について説明 


    校長から、パワーポイント資料に基づき、豊田工業高等専門学校の現状として、 


   学校の制度、沿革、国立高等専門学校機構、本校の組織、各種委員会、教育目標、 


   課外活動、入学志願者数・入学者数、進路状況、産学官連携、 近の動向等につい 


   て説明があった。 


 


 ３ 豊田工業高等専門学校自己点検評価書に基づき「研究活動の状況」及び「正規課程 


  の学生以外に対する教育サービスの状況」等について、竹下副校長及び金井副校長よ 


  り説明があった。 


 


 ４ 検証（質疑応答及び意見交換） 


 


【吉田委員長】 ご苦労さまでした。 


 ただいま校長先生の方から教育研究活動等、豊田高専についてわかりやすい説明をいた


だいたわけですが、何かご質問がありましたらこの機会にどうぞ。 


 私一つあるのですけど、よろしいですか。 


 先ほど寮生活のお話があったのですが、寮の学生は１年生はほとんどが寮へ入寮すると。


ただし、あと100名ほど希望者がいるというようなお話があったのですが、その後どのよ


うな入寮の状況かということを教えていただきたい。 


【末松校長】 低学年寮というのは、うちは３人部屋がほとんどです。そこに、今年の例


が１年生寮生が204名ですから、籍のある１年生は210名ぐらいいるけれども、ほとんどで
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すね。２年生寮生が158名いますので８割ぐらい。３年生・４年生になりますと、班長と


か指導寮生をやっていると寮に入れるのですね。ただ、班長とか指導寮生は留年してはな


れないとか、何か悪いことをしたらなれないとか、そういう規則がありますので、中には、


自分は指導寮生に立候補して寮生活をしたいという学生もおります。あともう一つ、高学


年代表というのがあります。高学年寮というのが一つあって、それが班長とか、それとは


別な規定で、狭き門ですけれども入ることができるようになっています。専攻科生は入っ


ていませんので、本科が1,000名ちょっとの中で約半数ちょっとが寮に入っています。後


田先生、もう少し詳しく１年生・２年生・３年生・４年生・５年生のというのはわかりま


すか。 


【後田副校長】 これは要覧にも載っていますけど、特に校長先生のおっしゃったように


100名ぐらいの待ちがあるというのは、３年生・４年生・５年生が入っている高学年寮と


いうのがあって、そこが190名ちょっとくらいの定員ですから、そこに入りたい学生がた


くさんいるということです。入れない子は下宿をするわけですね。遠距離のため通学をす


るわけにいかない学生が、下宿をしたりしております。 


【吉田委員長】 わかりました。ありがとうございました。 


【青山委員】 ちょっと小さい質問を二つばかりお願いしたいのですが、一つは、先ほど


入学応募者がちょっと漸減的な方向にあるということで校長先生も悩んでおられるという


ご発言があったのですが、専攻課程によって特にそれが顕著な差があるようなことはない


のかどうかということが一つ。専門学科で特に顕著にそういう傾向があるということは、


これを見ている限りではないのですかね。棒グラフは志願者数ですよね。 


【末松校長】 ここが各学科の志願者数ですね。これだけでこぼこ、機械・電気・情報・


環境・建築という形になっていますけれども。 


【青山委員】 学科によって時系列的に特に特徴がある、傾向があるというわけでもなさ


そうですね。 


【末松校長】 多少はあります。不思議なことに、これこそ１年ごとに、例えば昨年でい


きますと、情報が一番志願者が多かった。今年は電気が多い。機械もまあまあ頑張ってい


る。この辺がでこぼことなるのですね、１年ごとに。この辺はどうしてかというのは、な


かなか原因がつかめないのですけれども。それと、本校の場合は学力では第１志望・第２


志望・第３志望まで書かせて、もちろん第１志望しか行かないという志願者もいますけれ


ども、そこから第２志望・第３志望へ回るという、一般論で言って、例えばこういうとこ


ろが高いときはほかのところへ回って、結局その辺なかなか難しいのですけれども、これ


までの経験でいきますと、志望学科を優先させるよりも、学力のあるレベルを保障する方


が全体としては教育としてうまくいくという感じを持って、だから第１志望と第２志望の


ところに今のところは差をつけて選抜しておりません。 


【青山委員】 それともう一つは、今、専攻課程に行かれる方が約半分ぐらいというお話


があったと思うのですが、あれは入れるのですか。 
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【末松校長】 大学も含めて進学する学生が半分ぐらいと。 


【青山委員】 そうですか。どうも失礼しました。 


 それで、傾向としては今だんだん増えていく方向にあるのでしょうか。それも先ほどの


専門学科によって何か特徴があるのかどうかというのをお聞きしたいと思うのですが、高


専に入った学生が将来どういう道を選ぼうとしているかという、一つの見きわめをそろそ


ろいろいろな意味で見ておく必要があると思ってお聞きしますが。 


【末松校長】 私から。副校長からでもいいのですけれども。 


 まずは、毎年200名近くの学生が卒業していく。その約半分が大学に編入したり、ある


いはうちの専攻科に来たりして、より高度な教育を目指すというのが進学。残りの約半数


が社会人となって就職するということでございます。 


 それで、その傾向はこの 近５年間で変わっているかというと、目で見えるほどの顕著


な傾向はありませんが、若干進学が55％になったりするときがあるという、その程度で、


大ざっぱに言えば半々ということになっています。もちろん建築学科は就職が少し多いと


か、そういう学科によって多少のでこぼこはございますけれども、大きくは差がないかな


と思っています。私はやはり、一つは実力があれば、その力で給料、昇進とか職場が決ま


るというのがもう少し定着すれば、もっと若くして就職するのではないかと、そうなって


欲しいという私の個人的な考えもありますが。 


【吉田委員長】 ほかにございますでしょうか。 


【榊原委員】 専攻科に進学する学生ですけれども、岐阜高専の場合もだんだん増えてき


まして、定員20名のところを40名を超えるような状況になってきました。豊田高専の場合


はどれぐらいなのでしょうか。 


【末松校長】 この図でいきますと、ちょっと小さいから大きく超えるような感じですが、


専攻科が平成19年は20名の定員に49名。これは合格しているだけで、実際には38名。今度


の４月は32名でしたね、確か。だから、うちも漸増していましたけれども、今年から来年


については1.5倍ぐらいに落ちついて、増加傾向は止まったような傾向になっている。そ


れもいいのではないだろうかとは言っております。ただ、うちも専攻科をやっている以上


は、ぜひ本科の優秀な学生が専攻科に行くようにと、校長になってから各学科の先生たち


にもそういう風に言っておりますけれども、ずっと２倍を超えるというような状況があっ


たのですけれども、今回は少しそれが止まって、32名が来年は専攻科に入学予定だと。も


ちろん20名の定員ですので1.5倍と見なすわけでございますますけれども。２倍からだん


だん増加傾向というのは少し止まってきたという風に思っております。 


【榊原委員】 岐阜高専もそういう風になって欲しいのですけれども。 


 それから、専攻科生の進路先ですけれども、岐阜高専の場合、これまでは就職する学生


の割合が多かったのですが、今年から大学院に進学する学生が７割までになりました。豊


田高専の状況を知りたいのですが。 


【末松校長】 竹下先生、多分うちは就職の方が若干……。 
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【竹下副校長】 そうですね。二、三割しか多分進学していないと思います。逆に、先生


方は恐らく半々ぐらいになってくれるといいと思っているものですから、学生に進学する


道はあるよということをＰＲはするのですけれども、もう就職したいという学生の方が多


いので、私たちも無理やり行かせることもできませんので、就職する学生の方が多いです。 


【小野木委員】 不勉強で私あまり存知上げておりませんが、法人評価については、高専


機構としても中期目標・中期計画まで立てているわけですが、各高専の評価との関係、お


よびその実施は、どういう仕組みで行われるのですか。 


【末松校長】 事務の方がいいかもしれませんけど、私から知っている範囲で、また必要


があれば事務の方に説明してもらうとして、機構は文科省に対して５年の中期計画という


のを作って、その後の年次計画を作る。それを作る作業の中で55の高専も全て目標を示し


たから年次計画を作れといって、具体的には私たちも毎年、年次計画を作って機構にそれ


を出している。そうすると、機構はその中で、ざっくばらんに言いますと、いいところを


集めて、こんなに高専55の機構としてはいい活動をしているというのを文科省にまとめて


報告するなり、そこから出してくるわけです。ですから、毎年機構で作った年次計画につ


いて、豊田では具体的にどういうことをするのかという計画を作れという指示を受ける。


これは強制ではないと言っていますけれども、毎年作っている。そして、またそれをやっ


た報告を毎年しているということで、機構全体としては、文科省から「Ｓ」が二つだとか、


いい評価で、ところが一つだけ、機構側が入学者の志願数を何倍にすると数値で示したの


ですよね。それが各高専での人口減とうまくいかなくて、そこが数値で示したなら達成さ


せねばならないと。そこだけ「Ｂ」判定を毎年貰っているようですけれども、だから次の


時期はそういう数値目標は止めようということになっているようですけれども。 


【小野木委員】 後に、先生のスライドにありました、次期中期目標・中期計画のとこ


ろですが、これらは各高専から上がってきたものを機構がまとめるのでしょうか。また、


この方針はどういう仕組みで決まっていくわけでしょうか。 


【末松校長】 ここら辺、一校長の分際ではなかなか分からないところなのですけれども、


まずは上の方が、文科省が指導しているところなのです。それが指導して、何十年かぶり


に高専振興策の特別委員会を中教審の中に設置して、年10回やって、その都度こちらに議


事メモは来ていましたけれども、各委員、産業界の委員は、どうもみんな高専のこれまで


の40年間の活動を、現状よりも40年間の活動を評価していた意見が多かったのです。それ


で、振興策を作ろうといって、一時的に、例えばでいくと20年度の予算がちょっといろん


な項目で増えてきているというのはそのせいかという風に思いますし、それは主に機構と


文科省が先導してやっている。 


 ところがもう一つ、名古屋大学もそうかもしれませんけれども、101ある独立行政法人


というのは行革の方で、財務省の方で、そちらで独立行政法人を見直し、どこかおかしく


ないか、悪くないかと。その中で高専の専攻科って、これは何だと。多分委員とかそうい


う人が誰か一部が言ったのではないかと思うのです。そういえばこんなのがあったのに、
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そういえばちょっとおかしいのではないか、関係がとか、作る前に本当はそれをやってい


ただきたいのですが、そんなことがいっぱいあるのではないかと。それが、その項目を指


摘したままで一応閣議決定されたというのですから、これから何かその影響が出てくるの


ではないかと。でも、作った以上はやっぱり……。 


【吉田委員長】 ありがとうございました。 


 


（竹下副校長から自己点検報告書に基づき「研究活動の状況」について説明） 


【吉田委員長】 今までのところでまずご質問があれば伺いますが、どうですか。 


【小野木委員】 地域共同テクノセンターについてお伺いしたいのですが、この機能なん


ですけれども、ここは例えば外部の方が幾つかのラボを持っておられますけれども、研究


員というような形でここに入り込むようなことは今できるような仕組みにはなっているの


ですか。そこはどういう形になっているのですか。 


【竹下副校長】 共同研究で出入りに外部の方が常駐しているというようなことはござい


ませんね。例えば、私どもの専攻課程の特別研究のある日に来て一緒に測定するとか、そ


ういうようなことはしておりますけれども、常駐して会社の方がみえてやっているという


ところまでは行っておりません。ぜひそういうものが生まれてくるといいとは思っており


ますけれども。 


【小野木委員】 例えば産学連携講座のようなものができていくと非常に活性化するかと


いうような気はしますけれども。 


 それから、今これは「産」と「学」の間のタイアップですが、将来的に例えば産産研究


のようなものをここでコーディネートすることができると、せっかくこれは地域にあるも


のですので、そういった活用ができるとすばらしいというような気がして今聞いておりま


した。 


【竹下副校長】 本当におっしゃるとおりで、私どもも産産研究等の基盤として提供する


ことで地域に貢献することができれば、建物を建てた趣旨には全く合致しているという感


じがいたしております。 


【小野木委員】 あと、研究のヘッドクォーターのような機能を将来的に持っていくとい


かがかなという気がして聞いていました。 


 それからもう一つ、専攻科でおやりになっている長期インターンシップ、非常におもし


ろいと思いましたが、あれは就業体験をさせるのか、あるいは何か研究の方に少しウエー


トを置いたものか、中身はどういうものでしょうか。 


【竹下副校長】 就業だけですと、本科で２週間のインターンシップをほぼ全員の学生が


行っているものですから、４週間ということで、研究まではいかなくても、生産工程の中


でもいいので、一つのプロジェクトの中に入って少し長いことやって、単なる体験ではな


いことをしていただきたいというふうに私どもは思っておりまして、会社にもお願いする


ときに、テーマをつけてやってくださいということをお願いしております。 
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【小野木委員】 これは、共同研究をおやりになっている場合に、テーマのすり合わせか


らやると、例えば学生が共同研究の一部として入り込めますし、場合によっては、それが


新しい共同研究につながる可能性も十分あると思います。できたらテーマのすり合わせの


ところからおやりなった方がいいのではないかというような気がして聞いておりました。 


【竹下副校長】 逆に言えば、共同研究の件数がもっと増えてこないと会社さんの開拓が


できないなという感じもいたしておりますが、全くおっしゃるとおりだと思います。どう


も貴重な意見をありがとうございます。 


【青山委員】 今の小野木先生と関連しますけれども、産学連携、特に独立行政法人化と


いうことで、いろいろな活動を高専にも期待されていると思うのですね。特にそういう意


味では、産学連携は、大学も、どこもかしこも今は、いろいろ活動されているのですが、


なかなか口で言うほど簡単じゃないと思うのです。私も会社の立場と大学の立場を両方見


ていて、大変これは難しいと。それで、やっぱりそれぞれの大学にしても高専にしても、


特徴のあるところでおつき合いしないと、名古屋大学さんと高専が同じ土俵で競争をやる


というのは、賢明ではないと思います。またつき合う方も、あの学校はここが特徴だと、


そういうところで一緒にやればいろいろな意味で価値があるのではないかと。まさにそう


いう意味では、共同研究、ないしは奨学金研究もそうですが、またある会社の規模だと、


むしろ高専さんの先生や学生さんと一緒に共同研究をやると、たまたま身の丈に応じたい


い研究ができると。ないしは、こういうことを学校で研究してもらうといいと。要するに、


企業は金もうけをどうしても主体にせざるを得ませんので、効率化を優先しますと、やっ


ぱり答えの早く出るところを優先的にやりますが、一方、学校ですと、学校もなるべくも


うけていただいた方がいいと思うのですが、そうはいっても少しは息の長い研究ができる


という意味であれば、少し基礎的なところは学校が分担すると。そうすると、企業もメリ


ットがありますし、また学校は学校で、そういうことで企業が奨学金とか、ないしは受託


研究費とか何かを出してくれればプラスになるわけですね。 


 そういうことを考えますと、どういうところに焦点を置くかと。それから、特に高専で


すので地域性というのがあると思うのですね。幸い愛知県、特にこの豊田地区というとこ


ろは非常に製造業の活性化されているところですので、会社のレベルとそういう特徴のあ


るところをうまくアピールするといいのではないかと思っていますが、先ほどシーズ集も


いろんな形で出しておられるということですが、私は思うのですが、大学でこういうこと


がおもしろいよと、ないしは高専でおもしろいよと思うのと企業は必ずしも一致しないこ


とが多いのですよ。ですから、普通企業ですと、何かやるときは絶対営業活動というのが


あるのですが、そういう意味で、シーズを見つけるときにこういう企業ならどうかという


ことで、営業活動というと変ですが、情報集めとか、御用聞きというと変ですが、今日は


西川委員も来ておられますのでお聞きするといいかと思うのですが、そういうのも実は作


戦としていろいろ考えるといいのではないかという風に思っております。 


 それから、これに関連するのですが、研究もできるということも大事だと思うのですが、
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やっぱりいい学生を育てることが大事ですので、ぜひ教育に結びつく研究、それから教育


がおろそかになるようではちょっとまずいということを危惧しております。文部科学省も


この産学連携ではいろいろ旗を振っておられますけれども、例えばの話、今日も特許の話


が出ましたが、私も特許を長いことやっていますので特許の価値は十分承知しているつも


りですが、特許を取ることが目的ではないのですよね。ですから、本校も何のために特許


を取るかということを一度またちょっと考え直す時期ではないかと思っているのですが、


そういう意味でちょっとお聞きしたかったのは、特許を出願するとか特許を取る、それか


ら特許を取ればまた維持する、これはお金もかかりますが、どういう狙いとどういう判断


基準で特許を今取られるのかというのをちょっとお聞きしたいと思います。実は今、全国


の大学で特許を持ちあぐねて、捨てるのに困っている大学がたくさんあります、ご存知か


と思うのですが。大学さんは、さっさと方向転換されて今捨てておられますけど、捨てる


ことが目的ではもちろんないのですが、価値のあるものは取るべきです。本来は何のため


だということを、常に目的意識を持ってやるということを是非進めていただきたいと思っ


ております。 


 正直言いまして、恐らく多く特許を取るということは、それが産学連携にプラスになる


とか、ないしは外部資金調達にプラスになるということだとすれば、企業から見れば、や


っぱりそれは実用的な技術、しかも商品競争として勝てる技術だと思うのですね。一般に、


これはすごい先行技術だと、これはいいよといっても、本当にそれが使い物になるかとい


うのは非常に少ないですね。トヨタ自動車の場合も特許はたくさん出していますが、本当


に使っているのは１割あるかないかです。プロの技術屋が特許を出してもその程度なので


す。ですから、発明だけ見ていて、いいからといって権利化するのが本当の目的に合って


いるかどうか考えた方がいいと思うのです。そういう意味では、いろいろ研究課題を増や


すとか、共同研究をやるということで外部資金が得られるというのは、私はいいことでは


ないかと思っております。 


 ちょっとそれで一つ質問ですが、特許を取る狙いとか判断基準みたいなものはあるので


しょうか。 


【竹下副校長】 大変難しい質問でございますが、実は私も企業にいた経験がございまし


て、特許は当時は大変嫌になるほど書かされるというか、もう特許でお尻を叩かれるとい


う経験があるのでございますけれども、今この高専機構の特許のシステムは、言ってみる


と私ども実際の技術者部隊といいますか、研究所の一角みたいなもので、特許部、知財部


に相当するものを高専機構が担って、特許の必要性、承継と言っていますけれども、私ど


もが特許になるのではないかというメモを出して発明届をしますと、そちらの方で、ある


一定の基準で特許に出願するかしないか、要するにこれは高専機構が所有すべき特許であ


るという判断をするかしないかというのをしてくる。もちろん特許を書く人が、これはぜ


ひ特許にしてくださいということを添えて届けていても、機構本部の方の知財委員会が判


断することになっていまして、その間にどのぐらいのやりとりがあって、先ほどもありま







- 84 - 
 


したけれども、結局はもう出さないのだよという判断をされて、高専機構から出願しない


という特許もあるようで、そこのところの仕掛けについて私も十分にお答えできないので


大変申しわけございませんけれども、ある一定の判断基準がなくてはいけないのだという


ふうに思いますけれども、青山委員がおっしゃるとおりだと思います。 


【青山委員】 今日でなくても結構ですけれども、出すときは、まず一つは特許性がある


かないか。特許性があっても、それが実用的に価値があるかないか。意外と、この二つ目


の判断がきちっとされていないことが多いです。特許性があるかないかは、割と技術屋さ


んは……。 


【竹下副校長】 地域性があって……。 


【青山委員】 そうですね。だから、実用的、将来本当にこれがお金を生む価値があるか


どうかという判断がされていないのが大変多いものですから、それでちょっとお聞きをし


ました。 


〔休  憩〕 


 


（金井副校長から自己点検評価書に基づき、「正規課程の学生以外に対する教育サービ


ス」について説明） 


【吉田委員長】 それでは、今の四つの項目（出前授業と学習支援補助、公開講座、地域


企業連携教育、社会人への授業提供）に全体を通してご質問等ありましたらどうぞ。 


 私の方から一つ、中学生に対しての講座も大分開いたということで、特に夏休みを中心


として講座が開かれているようですけれども、一般の授業の中にそういうのを位置づけて


入り込むというようなことについてはどんな様子でしょうか。 


【金井副校長】 一般の授業との関連性ですか。 


【吉田委員長】 正規の授業の中の位置づけで、そういうものが入り込むというような計


画でやってみえることはあるのでしょうか。 


【金井副校長】 公開授業で多読についてはありましたけれども、あれなんかではそうい


う授業が入っていますし、一部入っているところはあります。 


【末松校長】 ご質問は、中学校の正規授業として活用されている学校はありますかと。 


【金井副校長】 それは学生課長、わかりますか。 


【吉見学生課長】 ちょっとそれは中学校に聞いていないのでわかりません。 


【末松校長】 年度初めに、これらもさっき36授業、それは担当の先生と時間を調整して


実現していくという形で、正規授業の中で毎週というわけにはいかないと思いますけれど


も、例えばそれを三つとか五つを組み合わせて総合学科の中で活用するとか、だから土曜


日とか日曜日とか夏休みに限るのではなくて、担当の教員と日程を調整して正規授業の中


に普通の日でも出かけていくという制度にはなっておりますけれども。 


【吉田委員長】 豊田市は今、教職員会館に教育センターというシステムに今切替えをし


て、研修の制度を拡大して、教員の研修を高めるための充実を図っているので、教育セン
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ターの関係者に、是非連携をとって、もう少し高専のすばらしい機能があるのでお願いし


たいということをちょっと思ったものですから、今の内容を見ますと、中学生の夏休み中


に講座を開いて、それに参加希望を募ってやっているという具合で、それはそれでまた意


味があると思って、豊田市は今２学期制を取り入れているものですから、夏休みは前期の


まだ途中ということで、夏休みを有効に生かそうという、なかなか家庭でうまく過ごせな


い中学生も増えたものですから、それをやっていこうという動きも一生懸命、今考えてお


りますし、「ものづくり」についても、今、豊田市全体で力を入れていこうという動きを


始めているところですので、是非もう少し教育長としては生かしたいと思って今伺ってい


ましたので、よろしくお願いいたします。すみませんでした。 


 どうですか、ほかに皆さん。 


 どうぞ、西川委員。 


【西川委員】 全体のところと個々の出前授業とかいうところですけれども、一つは教育


サービスの提供といったところで、細かな目的だとか目標だとかあるとは思いませんが、


大まかな目的とか、そういったところを思い描いてのそれぞれの推進ということと、それ


から先ほど言った個々の出前授業だとか公開講座とか、それぞれがある目的・目標を持っ


ていると思いますので、ちょっとそんなところをしっかりと頭に入れつつ、なおかつ教育


というのはやはり長い期間必要だと思いますし、効果的なところというのは短期的には効


果が出にくいと思いますけど、そういったものをベースに持ちながらやっておみえだと思


いますけど、ちょっとそんなようなところを、お願いになるかもしれませんけれども、そ


れぞれの中で目的・目標を持って、やっぱり長い期間が必要だといったところと、それぞ


れ中学校や小学校に対してこういったことをやることによってどういった効果や目的とい


ったものが達成できたかという確認と反省ですね。このＰＤＣＡみたいな形での取り回し


をぜひともお願いしたいものだと思います。 


【金井副校長】 わかりました。先ほど出前の説明でもお話ししましたように、そういう


ところも今後の課題だということを上げておりますので、やっていきたいと思います。 


【榊原委員】 そのまま、熨斗を付けて岐阜高専に返して欲しいのですけれども、出前授


業に関してです。高専の先生は大学の先生に比べて授業のコマ数も多く、加えてクラブ活


動、寮、宿直などの仕事に忙殺されています。高専の先生方の負担を増やすような出前授


業は積極的にはやるべきではないと思います。どうしても教育委員会の方から要請があれ


ばお手伝いするということぐらいだったらいいと思いますけれども、高専の学生に対する


教育が本務です。出前授業単独の話になると、そちらの方に向いてしまって、これもやら


なきゃいけないとなるわけです。特に小学生に対する出前授業というのは、私はちょっと


問題があると思います。中学生に対してはＰＲということもありますし、高専の実情や内


容を含めて出前授業をするのもいいかと思います。出前授業が先生方の負担になっている


かどうかということについてコメントいただければと思います。 


【末松校長】 ご指摘ありがとうございます。 
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 私、豊田高専の校長をやって３年目で、小学校・中学校、私がからくり好きになったの


も日本の子供たちの理工科離れというのがきっかけで、それを何とかできないかというこ


とで、高専の先生方の持っているノウハウみたいなもの、あるいは実験・実習で子供たち


に目を輝かせる機会、そういうことが私の恐らく根本にあって、ご指摘のように本当に本


校の先生方、いろいろ業務で忙しい中で出前授業もやってほしいとお願いして、その成果


が出つつある。その中で去年からは、本当にわずかですけれども出前授業、本校の教育研


究に役立つと言っていた中で、校長裁量経費の中から少し件数に応じてお金を教育研究に


役立てていっているという大げさなことじゃないのですけど、ほんの少しそうやってエン


カレッジする気持ちも含めて私よりしています。 


 何よりも私、愛知県にある豊田高専にあって豊田高専の認識を深める。そして、そこへ


優秀な学生が希望して来てくれる。これが途絶えてしまったら、幾らいい学校だと言って


いてもできないという、その危機感は私も持っています。それを何とかするためにも、や


っぱり高専のことを知ってもらいたい。その中で、先生たちのできる範囲で、地元を中心


にして、さっと出かけていって出前授業をするとか、そういうことが高専と中学校の先生


方、あるいは中学生とを結びつける一つの役割になるというふうな気持ちもあって、忙し


い中を承知で先生方にぜひ校長としてはお願いしている立場です。答えにはあまりなって


いないと思うのですけれども、そうして本校の活動を世の中に少しでも、愛知県の中でも


多く知って欲しいと思うし、その中で例えば高専の発展・継続もあるのではないかと思っ


ていますので、入り口側のことも思って先生への無理なお願いをしているというのが校長


の立場です。 


【吉田委員長】 どうですか、そういうことですが。 


【榊原委員】 わかりました。次に、研究生とか聴講生、それから科目等履修生、研究生


は別としまして、大学でも制度を作りましたけれども応募者が無いということで困ってお


られますし、岐阜高専でも実績はありません。有名無実化しています。授業料とか検定料


は大学と同じ金額だと思います。高専に関しては、この授業料を大幅に減らすとか、そう


いうことをしない限りは、このままでは機能しないと思います。その辺のお考えをお聞き


したいのですが。 


【金井副校長】 授業料等はわからないのですけれども、入学金等が２万ぐらいしていま


すので、ちょっと高いかなと思うのですけれども、ある教員から助言として聞いたことが


ありまして、ある大学では公開授業のようにして、科目等履修生あるいは聴講生を募集し


ていると。そのときは授業料はかなり安く、5,000円ぐらいだと聞いているのですけれど


も、入学願書とか、そのときの費用は一切取らないで、そういう経費面のサービスとイメ


ージをちょっと変えていこうという大学もあるみたいです。それは聞いています。その辺


がちょっと参考になるかと思っております、今。 


【末松校長】 制度上、私、実際のところは科目等履修生というのをこれから増やしてい


きたいなという希望は持っておりません。目先にこだわったような、中小企業の若手人材
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育成で、若い、この辺の中小企業の人が、ある意味でセミナー形式みたいな形で夜間開講


していますけれども、そんな形の方が実際にテーマも絞って、忙しい中を会社の人たちが


来てくれる。そして、本校の場合には、それが90何％ 初から来て 後まで聴いて修了し


てくださっているというのは評価して貰っているのではないか。できたら、そちらの方で


伸ばしていきたいという風に思っています。 


【三田委員】 教育後援会の立場からというか、教育後援会とは実はＰＴＡ会のようなも


のでして、それで先ほど校長先生の方からご発言がありましたけれども、先ほど出前授業


について、やはり私どもの子供たちの後輩もたくさん来ていただくための活動という意味


で、引き続き展開していただきたいというのがあります。先ほど、いろいろな機能として


教育支援とか動機づけだとかＰＲとかおっしゃっていましたけれども、豊田高専という、


こういう性格の学校ですので、やはり「ものづくり」ということですね。そういった観点


から、その地域の住民の皆様、ちょっとボリューム感が豊田市民でないのでわかりません


けれども、その中で、どの程度の対象者にどの程度のボリュームでこういったものを提供


できているかというのはちょっとわかりませんけれども、やはりそういうことを先頭に立


ってやっていくということが大切ではないかと思っています。あわせて、出前授業によっ


て後輩たちに少しでも豊田高専のことを知っていただいて、ここに来ていただくと、それ


がこの学校が長く続いていくということに繋がるのではないか、あるいは発展していくこ


とに繋がるのではないかという風に思っています。その意味で、私ども日常的に親の方か


ら見ていても、先生方はとってもお忙しくて申しわけございませんが、よろしくお願いし


たいと思います。 


 もう一つ、先ほど科目等履修生の件が出ましたけれども、あまり科目等履修生にこだわ


る必要はないような気もして、先ほど研究生３名とおっしゃいましたけれども、どういっ


た方か、社会人の方か、社会人入学されているのか知らないけれど、むしろそういった方


が実践的なことをやっておられるということだと、研究生の方で受け入れていけばいいの


ではないかと思っております。 


 それから、全部まとめて言ってしまいます、申しわけございません。 


 社会人の講座、若手技術者育成プログラムについては、かなり長い期間にわたって毎週


というような形でやっておられるというのですけれども、それが結構高い率で参加してお


られるというのは非常に良いことではないかと思っています。こういったところにこそ、


こういう工業系の学校の、しかも高等教育機関での役割がこれからあるのではないかとい


うふうに思います。どうしても一旦社会に出てしまってからは、もちろん 新のいろんな


技術や勉強はできるのですけれども、もう一回学校に戻って若干頭の中を整理してみると


か、そういったことがなかなか現場にいると難しい。そういった中で系統的に何らかの教


育をやっていかれるということは、やはり地域にとってとても大切なことではないかと思


います。長くなりましたが以上です。 


【金井副校長】 どうもありがとうございました。今、励ましの言葉としてお聞きしまし
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た。 


 出前授業に関して三田委員が言われたこと、教員の立場に立ちますと負荷が大変だと思


われる方が多いと思うのですが、三田委員が言われたような事柄ですので、地域貢献とか


ＰＲとか、理工系離れを何とか食い止めようとかいうようなことがありまして、やっぱり


やらねばならないかという思いでやられている方が多いと思うのですけど。どうもありが


とうございました。 


 あと設置基準、教育研究、地域に貢献すべきだというのが盛り込まれましたけれども、


そういうこともありますから、一概に負荷だけの話ではできない面もあると思います。 


【吉田委員長】 ありがとうございました。教育サービスを非常に一生懸命やっていただ


いているということは、よく私自身にも伝わってきました。 


 それでは、あと残りわずかな時間しかありませんが、全体を通しまして検証という形に


なるのか、意見交換あるいは質疑全体の中でもう一度、もう少し確認をし合えるといいと


思いますので、どうぞ、どなたからでも結構ですが。 


【青山委員】 二つばかりちょっとお話しさせていただきたいのですが、一つは、この豊


田高専の今後の進む道を、大変大げさなことを言って申しわけないのですが、先ほど中期


目標も一つこれで終わって、また新たな中期計画が始まるというお話で、特に高専の人材


育成という意味では、幅広い場で活躍でき、その多様性と創造性、実践的な人材の育成と


いう大変いい目標を掲げられているわけですが、これは具体的にどうするかということが


大事だと思います。 


 実は、私も企業の立場で見ますと、正直言いますと、例えば優秀な設計者となるとどう


しても大卒というか、今、院卒が主体になっています。そうしますと、そこを欲しいとい


うことですと、企業はやはりそういうところを狙うわけです。ところが、例えばトヨタで


もそうですが、設計者だけいても、いい技術開発はできない。例えば設計もやる。それか


ら、今度はクリエイティブな実験ができる。やっぱり本当に実験ができるというのは、技


術をよくわかっているからこそ、例えばどういう測定をしなきゃいけない、どういう評価


をしなきゃいけない、ないしは、この設計を進めていくためには、設計にフィードバック


できるという意味では、非常にクリエイティブな実験ができる人も必要なのです。さらに、


そういう実験が正確にできるためには、実験の装置がきちっとできる。そういう施設を準


備できる。 


 こうやって見ますと、本当の設計者は、全部スルーにできないと本当はいい設計はでき


ないと思うのですが、ところが今は企業が非常に効率化とライフサイクルの短い仕事をや


っているものですから、とても全部できないのです。そこの中が分業しているのです。そ


れで、何が起こるかといいますと、設計ばかりやっている人は実験のことをよく知らない。


評価の仕方も知らない。まさに設計が空洞化しつつあります。 


 昔は、私は思うのですが、大学も、工学部といえば実験をやったと思うのです。ここに


おられる末松校長先生も、学生のころは実験装置を自分で手づくりして、実験をやったと
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思うのです。ところが、今、国公立の大学でもなかなか実験装置を工学部でつくって実験


をやるという時間がとれない。そういうことを手伝う、昔ですと文部技官という方がいた


のですが、今はそういう人もなかなかいない。ですから、かなりそういう意味では、技術、


ないしは評価とかいった実践的なところがかなり空洞化しているところが多いのです。逆


に言いますと、企業はそういうことができる人が欲しいと思っているわけです。 


 そうしますと、要するに高専として、どういう人材育成を狙うか。もちろん優秀な、専


攻科、さらに修士課程へ行く人を育てるということもいいと思うのですよ。ですから、一


つに決める必要はないと思うのです。この豊田高専はこういうメニューもあります、こう


いうメニューもあります、学生さんにもこういうことをやりますよと。人間それぞれ適性


もありますし能力に差がありますから、それにふさわしい教育の場があると。それを、ま


た実際そういうことで教育を受けた人がここから卒業してくると。企業もそういう人を狙


うとなれば、それでしかも地域性にマッチしておれば、私は、いろんな意味で社会にとっ


ても学校にとってもいろいろ特徴づけができるのではないかと思うのです。ですから、一


般論の目標はあってもいいのですが、豊田高専ならではの特徴をどういうところにやるか


というのを考えていただくには非常にいい機会ではないかと思いまして、ですから企業は


どういう人材をどういうふうに使おうとしているかというのも、いろんな意味で交流をし


ていただいて聞いていただけると、人の育て方もあるのではないかと思っております。 


 それからもう一つは、高専も独立行政法人になったわけですが、今いろんな官庁も含め


て、もちろん民間もそうですが、社会の信頼性というのが問われているわけです。不幸に


して、いろいろ大学でも不正行為があって問題になっていることが多いのですが、独立行


政法人になって産学連携がありますね。今日もいろいろお話しありましたけれども、当然


お金が出たり入ったりしますし、いろんな形でおつき合いもあります。そうしますと、い


わゆる利益相反というのが発生してくるのですが、今どこの大学も利益相反マネジメント


というのを作ってやっているわけですが、高専の場合も既に独立行政法人として動いてい


るわけですので、利益相反が起こると思うのです。問題が起こってからでは遅いわけでし


て、これは法律問題ではありません。要は、本校として社会から何か不審な目で見られて


もしっかりと説明できますと。要は説明責任の問題なのですね。そういう意味では、ちゃ


んとこういうことをやって、利益相反はちゃんと学校が責任持って組織として見ています


という仕組みをつくることが望まれると思うのです。余分なことばかり始まって大変かも


しれませんが、これは下手をしますと、ある先生だけが利益相反じゃないかと追及された


ときに、矢面に立って説明し切れないと思うのです。もともと法律違反ではないですから、


いや本学の教育も研究も、きちっと本業も全うしますと。その上で産学連携もやっていま


すと、そういう説明がつくことが大事なわけですから、今、委員会がたくさんあって、こ


れ以上また委員会をつくるのかというと、なるべく減らしていただいた方がいいと思うの


ですが、ただ、今の時代、社会の信頼性ということを考えると、そろそろ用意をする時期


ではないかというふうに思っております。 
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 今の利益相反に関しましては、やるとすれば内部統制機関というようなものをつくると


いいと思うのです。今、会社法という新しい法律が去年からできて、どこの企業もやって


いますが、内部統制機構というものを作られて、その中で利益相反、ないしはコンプライ


アンスですね。いわゆる法律の問題も含めてやられるといいのではないかというふうに思


います。以上でございます。 


【末松校長】 ありがとうございました。 


【吉田委員長】 それでは、ほかの方、どうぞ西川委員。 


【西川委員】 若干今のことに関係するかもしれませんが、私もＯＢとして、なおかつ企


業の一員として、技術者の育成という役割分担を豊田高専も担っているということで、技


術力の向上ということでは、例えば座学である基礎教育や基礎知識、それからあと高専の


いいところとしての技能を磨く実技、それから実際にやってみる体験や実習、そういった


いいところがあると思います。 


 それと、あと高専に入るか、自分も高専卒ですから、技術的な好奇心が旺盛な学生が多


いという風に思っています。そういった技術に対する好奇心を生かしていく科学的見地に


立った技術的アプローチ法、そういったものを一つ磨いて、社会に出てそれが有益に働く


ような形と、それから 後にもう一つ、人格形成、人間教育、例えば人柄だとか明るさだ


とか、それから適応能力、それから困難にぶち当たったときにも負けない心とか、それか


ら人間関係を重視する認識とか、その辺が、今日もお話がありましたが、私も経験しまし


たが、寮生活や課外活動といったところに起因するいい面が多々あると思います。ですか


ら、そういったこれまでの高専の歴史の中でいい面を残しつつ、かつそこにある意義や目


的も十分認識をしながら進めていっていただく。ただ、昔からやっているからこれはいい


のだということでなく、やっぱりそこには目的や意義や、ちゃんとしたものがありますの


で、そういったものを各先生方が認識をし、必要なことと、あと変えていくべきところを、


いい面は残し、悪い面は改革していくといったところを意識しながらやっていただくと、


我々ＯＢとして、それから企業の一員としては人格のところも結構重視をしているところ


でもありますし、先ほど言ったように、何かにぶつかったときに負けてはいけないと。技


術者として負けてはいけないというところも多々あると思いますので、そんなようなとこ


ろをちょっとお願いしたいと思います。 


【吉田委員長】 ありがとうございます。 


 どうですか、皆さん。よろしいですか。 


【三田委員】 今たまたま人材像みたいな話が出まして、私は、先ほどちょっと名刺交換


しましたけど、名工大の方へ勤めておりまして、昨今、学長先生と学生のミーティングの


キャンパスミーティングといったものをやったときに、多くの学生が、大学院の学生さん


も含めて、問題が起こっているのだ、どうしよう、どうしたらいいのでしょうといった受


け身の対応だったのですが、豊田高専から２年前に編入学してきた学生が一番元気よく発


言しまして、多くの学生が、こんなことをやったからうまくいかないよという話なのです
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が、もちろん高専から編入学されたので、編入学の単位をあんまり認めてもらえなかった


けどといった個人的な話もありましたが、私たちは今、企画書を作っていますと。この学


校はできて100年たっているのですけど、ロゴがないので、ロゴマークを自分たちでつく


る、その企画をしたいと思いますがいかがでしょうかという積極的な提案がありまして、


唯一、豊田高専の人だけがその提案をむしろ積極的にやられた。ほかの子たちは自分の提


案でなくて、受け身の対応だったのですね。そこで、ああなるほど、高専から編入学した


子だから受け入れられるのだと。何か枠組みの中だけでやれ、あるいはやってくださいと


いったことは、もちろん皆さん優秀なのでできるのですけれども、新しいことに対して積


極的に作っていくということについてはなかなかなくて、そのときにかなりたくさんの先


生方も来られて、ああなるほどという風に思われたのですけれども、その意味では「創造


性」というような言葉がよく言われまして、「クリエイティブ」、先ほども使われましたけ


れども、そういったことをできていくような技術者というか、人材像というのを求めてい


っていただきたいと思います。 


【吉田委員長】 ありがとうございました。 


 あんまり時間がありませんですが、何か一言ずつ。 


【小野木委員】 今日は二つのテーマでお話をお聞きしました。一つが研究で、一つが正


規課程の学生以外の教育サービスということでした。 


 印象は、地域というのを非常に強く意識されていると。ここは非常に印象に残りました。


これは大学も含めて、特に高専はこれから非常に厳しい状況に入ると思います。県によっ


ては複数校あるところは統合されるという話もあります。国立大学も高専も国税でまかな


われているということは間違いないことですので、やはりそこにきちっとした説明責任と


いうのがこれから問われてくると思います。 


 大学・高専がこれから残っていくためには、やはり地域から崇められるような存在でな


ければ、要は地域から見放されたらその存続は非常に厳しいと思います。そういったこと


で、今日は幾つか参考になったことがありました。 


 また、 後の出前授業のところで、確か学生支援補助ですか。あれは非常に良い仕組み


で、一種のＴＡのようなものです。高専も大学も第一の使命は教育ですので、その教育の


仕組みをああいったものに絡めていくことが重要と思われます。共同研究についても、あ


るいはいろいろな活動を教育にうまく絡めていくような仕組みを作り出すことが、非常に


大事だろうと思います。ぜひその辺をやっていただければと思います。 


 末松先生の 後のスライドの中で、高専機構の目標が、中堅技術者でなくて、ごくごく


どこにでもあるような目標に流れていくということを聞きましたけれども、やはり高専の


本来の使命というのはあったと思います。半数近くが大学に進学している今の現状を見ま


すと、本来の高専の姿にやはりもう一度立ち帰ることがあってもいいのではと思いました。


これは別に豊田高専に限らず、やはり機構全体としての問題であり、高専には、やはり高


専の良いところ、本来の姿があったのではと思いました。このような印象を持ちました。 
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【吉田委員長】 ありがとうございました。 


 それでは榊原委員、一言すみませんが。 


【榊原委員】 科学研究費の件ですけれども、豊田高専は採択件数が年々増えているとい


うことなのですが、東海北陸地区は全国高専の採択件数のベスト５に３校が入っています。


科学研究に関してはかなり活発な地域です。豊田と石川と岐阜と、お互い協力してこの状


況を維持していきたいと思っております。 


 それで、豊田高専の場合は原則全教員が申請しているという報告がありますけれども、


原則というのは皆さんが了解してやっているのか、校長がお尻を叩いているのかというよ


うなところをちょっとお聞きしたいのですけど。 


【末松校長】 実を言えば、前校長から、校長が尻を叩きますけれども、そういう専任か


ら提出された申請は、何らかの校長のコメントを申請前に返してという作業をしておりま


す。実際は、今年は10人ほどの教員が出さなかった。そういうことを少しずつなくしてい


きたいという風に思っています。一応は申請だけは全て是非するようにというのを、前校


長に引き続き私も教員の先生にお願いしています。 


【吉田委員長】 ありがとうございます。 


 時間も参りまして、私も進めさせていただきましたが、ちょっと予定よりも時間をオー


バーして大変申しわけなかったのですけれども、教育サービスを一生懸命やっておってい


ただけるということはよく私も確認をして、また連携をとって教育委員会としてもやって


まいりたいと思いますので、今日はありがとうございました。お返しをさせていただきま


す。 


【末松校長】 どうもありがとうございました。 


 私が少しゆっくりしゃべり過ぎたせいもあってこんな風になってしまいましたけれども、


先生方の貴重な意見、豊田高専の目指すところ、そして本当に名古屋大学にずっとお世話


になってきたのですけれども、ある意味で、高等機関の中で豊田高専はこんなふうにあっ


て欲しい。科学と技術と技能、このバランスが もよい教育機関であるというのは間違い


ないと思いますし、日本は高齢化、そして少子化社会になっている。その中で、一年でも


年齢が若く世の中に役立てる技術者を育てる、この使命もずっと変わらないだろうと思い


ます。その辺を私は、この豊田市の立地条件、愛知県の立地条件も併せて、豊田高専を是


非これからもうまく発展して、あるいは教職員、殊に学生にとっても来てよかったという


学校になるように、目指していきたいと思います。 


 本当に今日は短い時間の中でしたけれども、いろんな貴重なご意見ありがとうございま


した。 
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Ⅰ 選択的評価事項に係る評価結果 
 


豊田工業高等専門学校は、大学評価・学位授与機構が定める「選択的評価事項Ａ 研究活


動の状況」において、目的の達成状況が非常に優れている。 


 


当該選択的評価事項Ａにおける主な優れた点として、次のことが挙げられる。 


○ 研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され機能しており、その結果として、「１）


基礎研究と技術シーズの育成」については、地域企業との共同研究や企業からの技術相談において多数


の実績があるほか、「３）外部研究資金等の導入」については、地域共同テクノセンターを中心とした


支援体制が機能しており、毎年多くの外部資金が獲得されているなど、４つの研究目的のすべてに対し


て十分な成果が上げられている。 


 


 


豊田工業高等専門学校は、大学評価・学位授与機構が定める「選択的評価事項Ｂ 正規課


程の学生以外に対する教育サービスの状況」において、目的の達成状況が良好である。 


 


当該選択的評価事項Ｂにおける主な優れた点として、次のことが挙げられる。 


○ 地域の小中学生を対象とした出前授業が毎年実施されているほか、地域の小中学校や地域住民、地域


企業を対象とした幅広い内容の公開講座が豊田市との共催により開講され、一般教養講座や若手技術者


育成のための講座など、地域住民や企業に対し多くの教育サービスが提供されており、受講者を対象と


したアンケートの結果、高い評価を受けている。 
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Ⅱ 事項ごとの評価 


 
【評価結果】 
  目的の達成状況が非常に優れている。 


 
（評価結果の根拠・理由） 
Ａ－１－① 高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され、機能しているか。 


研究の目的として、「１）基礎研究と技術シーズの育成」、「２）技術交流の促進と研究成果の創出」、「３）


外部研究資金等の導入」、「４）実践的技術者の育成と研究の教育への還元」を掲げている。 


目的「１）基礎研究と技術シーズの育成」については、地域共同テクノセンターが設立されており、技


術教育研究、データベース、地域交流、共同研究の４部門が置かれている。産学官連携を進めるために産


学連携・地域連携コーディネーターが１人配置され、地域企業からの技術相談への対応やウェブサイトへ


の情報の掲載、経済産業省委託事業等の活動を通じて、地域産業との連携及びニーズの把握を図っており、


地域貢献を目的とした研究が行われている。 


目的「２）技術交流の促進と研究成果の創出」については、講演会、シンポジウム、セミナー等の開催


や、技術者の特許出願のための支援を行うなど、事務部により地域の研究者及び技術者との交流を支援す


る体制が整備されている。 


目的「３）外部研究資金等の導入」については、研究者総覧が作成され、「全国高専研究者データベー


ス」によって公開されているほか、科学研究費補助金の獲得を目指すことで研究の活性化が図られており、


外部から講師を招いての科学研究費補助金に関する説明会が庶務課研究協力係によって開催されている。 


目的「４）実践的技術者の育成と研究の教育への還元」については、教員と企業や地方自治体との共同


研究や教育のＩＴ化及び教育方法改善に関する研究が行われており、教員が研究によって得た知見が学生


の卒業研究や特別研究等に還元されている。これらの教育方法の改善を目指した取組には、教育・研究プ


ロジェクト経費が活用されており、庶務課研究協力係による支援が行われている。 


これらのことから、研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され、十分に機能して


いると判断する。 


 
Ａ－１－② 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 


研究の目的に沿った活動の成果として、目的「１）基礎研究と技術シーズの育成」については、地域共


同テクノセンターを中心として、教員と地域企業との共同研究及び技術相談が行われており、地域企業と


の共同研究が56件行われているほか、企業からの技術相談が過去３年間で19件あるなど、地域社会との


連携が図られている。また、産学連携・地域連携コーディネーターにより、経済産業省「高専等を活用し


た中小企業人材育成」委託事業として、「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プ


ログラム」が実施され、開設した４つの講座に対して、29 社の地元企業から計 97 人の受講者が集まり、


そのうちの92人に修了証書が授与されるなど、地域と連携した活動が行われており、成果が上げられてい


る。  


選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 


 高等専門学校の目的に照らして、必要な研究体制及び支援体制が整備され、機能しており、研究の目


的に沿った活動の成果が上がっていること。 
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目的「２）技術交流の促進と研究成果の創出」については、平成 17 年に庶務課研究協力係の支援によ


り「第３回全国高専フォーラム」が開催され、全国の高等専門学校教職員や企業関係者等が参加し、学内


の教職員との交流が行われたほか、事務部より学内の技術者が特許の出願を行うための手続等に関する支


援が行われ、３年間で４件出願されるなどの成果が表れている。 


目的「３）外部研究資金等の導入」については、民間企業による共同研究費、受託研究費及び奨学寄付


金の受け入れや科学研究費補助金の申請を積極的に行うことにより、外部資金が獲得されており、教員の


研究活動の活性化につながっているとともに、科学研究補助金の申請において授業科目に関連した研究を


研究課題とするものが多く見られるなど、その成果が教育にも反映されている。 


目的「４）実践的技術者の育成と研究の教育への還元」については、研究により教員が得た知見は学生


に教授され、学生の研究の結果が学会において発表されるなど、教育の質の向上に結び付けられている。 


これらのことから、研究の目的に沿った活動の成果が十分に上げられていると判断する。 
 


Ａ－１－③  研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備され、機能しているか。 


研究施設の運営に関しては「豊田工業高等専門学校テクノコンプレックス規程」に従い、各施設間の連


携が図られ、運営委員会を設置することにより各施設の連絡・調整を行っている。研究教育施設として、


地域共同テクノセンター、材料・構造物疲労試験センター、ものづくりセンター及び専攻科をまとめてテ


クノコンプレックスとし、各センター等の連携を図り総合的に機能させるため、テクノコンプレックス運


営委員会が設置されており、共同研究や受託研究等を地域企業へ周知するためにパンフレットを作成する


などの取組が行われている。研究活動に関する実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための意見


交換も行われており、パンフレットによる地域企業へのアピールが期待した結果にならなかったことから、


次年度に改善について検討され、その結果として、パンフレットの増刷や地域で活動している異業種交流


会への参加による積極的なＰＲが行われるなど、改善のための体制が有効に機能している。 


また、地域共同テクノセンターでは、教員と地域企業との連携による研究活動が行われているほか、「豊


田高専研究者総覧」が作成されており、関連する企業や県内外の大学、官公庁等への送付により、教員の


専門分野や技術シーズなどの情報を発信するなど、産学連携の推進及び地域貢献状況の更なる改善が図ら


れている。 


そのほか、平成 16 年には、地域との研究協力に関する情報を、ウェブサイトに掲載することにより外


部に公表しているほか、科学研究費補助金の獲得状況を改善するため、審査員経験者を講師として招き、


説明会を開催するなどの取組も行われている。 


これらのことから、研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備され、


十分に機能していると判断する。 


 


以上の内容を総合し、「目的の達成状況が非常に優れている。」と判断する。 


 


【優れた点】 
○ 研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され機能しており、その結果として、


「１）基礎研究と技術シーズの育成」については、地域企業との共同研究や企業からの技術相談にお


いて多数の実績があるほか、「３）外部研究資金等の導入」については、地域共同テクノセンターを


中心とした支援体制が機能しており、毎年多くの外部資金が獲得されているなど、４つの研究目的の


すべてに対して十分な成果が上げられている。 
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【評価結果】 
  目的の達成状況が良好である。 


 
（評価結果の根拠・理由） 
Ｂ－１－① 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして、公開講座等の正規課程の学生以外に対する教育サービスが


計画的に実施されているか。 


 正規課程の学生以外に対する教育サービスの目的として、「１）小中学生を対象とした教育サービス」、


「２）公開講座の充実」、「３）地域企業との連携」、「４）研究生、聴講生及び科目等履修生の受入」を掲


げている。 


 各目的の実施状況として、目的「１）小中学生を対象とした教育サービス」については、電気・電子シ


ステム工学科の教員及び技術職員が、中学生を対象として、「センサつきのインテリロボットをつくろう」


というテーマで地域の商工会議所等での出前授業を行っているほか、豊田市内の小中学校でも同様の出前


授業を行っており、平成18年度は、中学生向けの講座として、一般学科の語学に関する授業を２講座及び


土壌汚染をテーマとした専門学科の授業を１講座開設し、小学生を対象とした講座では、金属の変形をテ


ーマとした自然科学に関する授業と地盤の液状化をテーマとした専門学科の授業を各１講座開設している。 


目的「２）公開講座の充実」については、地域の中学生に向けた公開講座や地域住民に向けた一般教養


講座が開講されており、平成18年度には、11講座が豊田市との共催などにより開講されている。 


目的「３）地域企業との連携」については、地域社会における貢献として、経済産業省委託事業に関連


した４つの講座を開設することにより地域企業の若年技術者の再教育を行っているほか、研究成果の公表


や施設・設備の公開も行っている。若年技術者の再教育に係わる取組として、「豊田地域の自動車部品製造


における中小企業の若手技術者育成プログラム」を作成し、研修講座を行うなど、目的に沿った教育サー


ビスを提供している。 


目的「４）研究生、聴講生及び科目等履修生の受入」については、それぞれについて規程を定め、受入


体制が整備されている。 


 これらのことから、教育サービスの目的に照らして、公開講座等の正規課程の学生以外に対する教育サ


ービスが計画的に実施されていると判断する。 


 


Ｂ－１－② サービス享受者数やその満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。また、改善のためのシステ


ムがあり、機能しているか。 


公開講座の受講者は、募集定員を下回る講座もあるものの、合計では毎年募集定員を上回っており、効


果的に実施されている。全講座の受講者を対象としたアンケート結果において、「充分満足できた」又は「概


ね満足できた」との回答は８割以上となっており、高い満足度が得られている。また、出前授業に関して、


平成18年度は５件の申込があり、地域の小中学生を対象に講座が行われている。受講者に対して、現時点


ではアンケート等は実施されておらず、簡単な感想を受講者に求める程度であるが、今後、アンケートの


実施が検討されている。さらに、地域企業を対象とした活動の成果として、「豊田地域の自動車部品製造に


選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 


 高等専門学校の目的に照らして、正規課程の学生以外に対する教育サービスが適切に行われ、成果を


上げていること。 
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おける中小企業の若手技術者育成プログラム」として開設した４講座には、地元企業29社より延べ97人


の受講者が参加し、そのうち92人に修了証書が授与されるなどの成果が上げられているとともに、受講者


を対象に行ったアンケートでは、各講座において、高い評価を得ており、講座の意図及び内容の理解も得


られていることから、地域企業に対して、高水準の教育サービスが実施されている。 


 サービスの享受者より得られた意見に基づき改善を図るためのシステムとして、生涯学習委員会及び庶


務課研究協力係が中心となり改善のための取組が行われている。各講座のアンケート結果は生涯学習委員


会で報告されるとともに、公開講座担当者等にも伝達され、次年度以降の改善に結び付けられている。ま


た、各講座において受講生を確保するため、研究協力係では、ポスターを作成し、近隣の中学校や公民館


などに配付しているほか、従来は事前の来校が必要となっていた応募方法を、電子メールや電話、郵送に


よる申込方法に変更するなどの取組も行われており、改善のためのシステムが有効に機能している。 


 これらのことから、サービス享受者数やその満足度等から判断して、活動の成果が十分に上がっており、


また、改善のためのシステムがあり、機能していると判断する。 


 


以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 


 
【優れた点】 
○ 地域の小中学生を対象とした出前授業が毎年実施されているほか、地域の小中学校や地域住民、地


域企業を対象とした幅広い内容の公開講座が豊田市との共催により開講され、一般教養講座や若手技


術者育成のための講座など、地域住民や企業に対し多くの教育サービスが提供されており、受講者を


対象としたアンケートの結果、高い評価を受けている。 
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